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ご入学
おめでとうございます

上勝小学校　入学式
４月９日　11 名

上勝中学校　入学式
４月９日　４名
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ご入学
おめでとうございます

よよううここそ！そ！いっいっきゅきゅうとうと彩の里へ彩の里へ
上勝町教職員・新規教員を紹介します
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清井　好一さん
満100歳おめでとう
ございます！
３月26日、清井好一さん（旭）の

100歳のお祝いセレモニーが町内の高
齢者施設において開催されました。

徳島県知事祝い状と記念品の伝達
並びに上勝町から祝い状と記念品が
贈呈されました。施設で用意された
くす玉を割るなどお元気な様子を見
せてくれました。これからも健康に
お過ごしください。

観光ユニバーサル大賞　受賞観光ユニバーサル大賞　受賞
令和６年３月に徳島県庁において、令和５年度観光ユニバーサ

ル大賞の受賞式に上勝中学校２年生７名を代表して長岡汐南さん
が出席しました。上勝小学校６年当時にイーストとくしま観光推進
機構（県東部の15市町村や企業でつくる機構）と共同で、上勝町
生実の山犬嶽周辺に外国人観光客向けの英語表記看板を設置した
活動が認められ受賞となりました。

観光ユニバーサル大賞とは、外国人を含む県外からの観光客に
対し、ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進について顕著
な功績または功労のあった個人または団体に表彰されるものです。

（産業課）

（写真左から：金石隆成さん、北山來夢さん、久保敬司さん、新開暖真さん、
殿川鉄心さん、中田　葵さん、長岡汐南さん）

ランニング教室
上勝町スポーツ協会主催

３月13日、上勝小学校グラウンドにてランニング教室
が開催されました。教室では、28名の初心者から経験者
まで、幅広いレベルのランナーが参加し、領田佳之さん
の指導のもと、本格的なランニング技術を学びました。
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令和６年度　上勝町役場

新規採用職員を紹介します。
【建設課】團

だ ん
　 文

ふ み や
哉（22歳）（写真左）

【税務課】中
な か た

田 　 美
み さ き

咲（22歳）（写真中央）

【企画環境課】村
む ら た

田  麻
あ さ と

人（37歳）（写真右）

・出身：板野郡上板町　・趣味：御朱印巡り

・出身：勝浦郡上勝町　・趣味：映画鑑賞、ウォーキング

・出身：徳島市　・趣味：旅行、テニス

上勝町の皆さま、はじめまして。４月１日より新規採用職員として建設課に配属になりました、團文
哉と申します。大学生活の中で、上勝町でのゆこう収穫運搬体験を通して、自然にあふれた町の魅力を
触れたことで、職員を目指すきっかけになりました。先日転居してきたため、上勝町のことでわからな
いことがたくさんあり、ご迷惑をおかけするかもしれませんが、少しでも貢献できるよう業務に携わっ
てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

上勝町の皆様、４月より新規採用職員として税務課に配属になりました、中田美咲と申します。豊か
な自然に囲まれ、町民の皆様の温かさを感じられる上勝町で働くことができ大変うれしく思います。ご
迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、精一杯頑張りますので、よろしくお願いいたします。

上勝町の皆様、はじめまして。４月より新規採用職員として企画環境課に配属になりました、村田麻
人と申します。生まれも育ちも町外ですが、上勝町の美しい自然や人の温かさが大好きです。これまで
の経験を活かし、町に貢献できるように一生懸命頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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３月28日、高鉾公民館にて、彩保育園4～５歳児の10名が、家庭内で余った野菜や果物を
持ち寄り、「カレー炊き出しで SDGs」を開催しました。

家庭内で余った食品でカレー作りを行うことで「食育」を学び、「もったいない」の気持ち
や「フードロス」、さらには「SDGs」について考える機会を設け、また、何時起こるか分か
らない災害に備えて「羽釜でご飯を炊く」ことにも挑戦しました。

今回は前回のカレー作りから学んだこととして、持ち寄った食材の確認をみんなで行いま
した。家庭から集められた材料にはタマネギ、にんじん、じゃがいも、さつまいも、大根等
多くの種類の野菜があり「じゃがいもの芽は出ていないか」「にんじんや大根の皮は厚めに剥
こう」など、安全に安心して食べられるものを見極めることも大切にしました。

お皿に羽釜のご飯とカレーを自分で盛り付けて、大きな声で「いただきます！」。子どもた
ちからは、「カレーおいしい」「羽釜のご飯はモチモチでおいしい」などの感想をいただきま
した。

今回のカレー作りを通じて、防災やフードロスの観点から生きる力を養い、もったいない
精神を育むことができました。今後においても、普段から防災やフードロスの意識を持って
楽しくおいしく食から学ぶ場となる機会を作っていきたいと考えています。

このイベントは彩保育園と地域おこし協力隊（梅西正人さん、中田幹二さん）の企画・
協力により開催されたもので、梅西さん、中田さんにおいては、令和５年度上勝町
SDGs 推進委員を委嘱されていました。SDGs 推進委員会では「上勝チャレンジ宣言」

（2030年における上勝町共有ビジョン / ありたい姿）」の実現に向けたまちづくりがで
きる人材を育てるため、事業やイベントの企画・調査・運営を自ら行うことによる実践
型の人材育成研修を行っています。

今回のイベントは、SDGs 推進委員会のプロジェクトではありませんでしたが、この
人材育成研修を通じて、また協力隊としての活動の中から生まれた繋がりを活かしたイ
ベントとして好事例となりました。

第２弾　カレー炊き出しでSDGs！第２弾　カレー炊き出しでSDGs！

【お問い合わせ】企画環境課　☎46–0111
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令和５年度 上勝町教育文化関係表彰の
受賞について

令和６年３月、児童・生徒及び一般部門において、上勝小学校２名、上勝中学校６名、一般部門１名、
計９名の方々が、上勝町教育文化関係表彰の体育功労表彰、芸能文化功労表彰と、それぞれの分野で
受賞されました。県下競技会（県大会以上）で優勝する等、優秀な成績を収められ、他の模範となり
町の発展に寄与されました。今後におきましても健康に留意し、ご活躍されますことを祈念いたしま
す。おめでとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上勝町教育委員会）

【芸能文化功労表彰】（児童生徒の学年は令和５年度の学年です。）
上勝町正木：関　康昭さん

（令和５年度 日本治山治水協会「山地災害防止標語及び写真コンクール」写真部門：奨励賞）　
上勝小学校３年生：田村　悠さん

（令和５年度 日本治山治水協会「山地災害防止標語及び写真コンクール」標語部門：奨励賞）
上勝小学校２年生：森本ヒマニさん

（令和４年度 日本治山治水協会「山地災害防止標語及び写真コンクール」標語部門：奨励賞）
上勝中学校３年生：殿川瀬里さん

（徳島県保護司会連合会 第73回「社会を明るくする運動」中学生コンテスト：最優秀賞）
上勝中学校３年生：栗林洋希さん

（徳島県教育委員会・教育長会「社会科研究選賞会」：特選）

【体育功労表彰】（生徒の学年は令和５年度の学年です。）
上勝中学校３年生：長岡琉那さん（第77回徳島県中学校総合体育大会　バレーボール部：優勝）
上勝中学校１年生：長岡汐南さん（第77回徳島県中学校総合体育大会　バレーボール部：優勝）
上勝中学校１年生：殿川鉄心さん（第20回徳島県中学校剣道１年生大会：優勝）
上勝中学校１年生：新開暖真さん（第３回四国交流フットサル大会　FC 上勝クレイン：優勝）
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総額 40億6,458万円４千円
令和6年度　会計別予算の概要

当初予算に計上された主な事業（一般会計）

区　　　　 分 本年度予算額 前年度予算額 対前年度増減率
総　　　　 額 4,064,584 3,830,820 6.1

一 般 会 計 3,230,000 3,026,000 6.7
国民健康保険事業勘定会計 230,000 208,000 10.6
介 護 保 険 会 計 349,000 355,000 △ 1.7
上 勝 町 診 療 所 会 計 126,102 125,670 0.3
福 原 診 療 所 会 計 20,612 20,245 1.8
奨 学 資 金 会 計 1,656 2,140 △ 22.6
後 期 高 齢 者 医 療 会 計 50,477 48,765 3.5
高 鉾 財 産 区 会 計 3,300 3,500 △ 5.7
簡 易 水 道 事 業 会 計

（ 公 営 企 業 会 計 ） 53,437 41,500 28.8

自治体クラウド利用料 18,371 
電源立地地域対策交付金事業 5,000 
公用車購入事業 3,500 
ふるさと納税謝礼 4,300 
特定地域づくり事業 7,997 
美しい集落再生プラン支援補助事業 13,500 
空き家スマート化リノベーション事業 2,200 
町営バス運行事業 38,929 
地域おこし協力隊活動事業 52,800 
戸籍クラウド利用料 5,793 
上勝町長選挙費 587 
出生祝い金事業 1,800 
保育園運営事業 73,018 
放課後児童健全育成事業 10,494 
学童保育運営費補助事業 2,155 
救急患者輸送事業 18,142 
救急医療対策病院群輪番制運営事業 2,480 
母子保健事業 5,951 
健康増進事業 6,170 
予防接種事業 6,540 
一般廃棄物中間処理補助業務 17,457 
合併処理浄化槽設置事業 2,620 
中山間地域直接支払交付金事業 26,735 
多面的機能支払交付金事業 1,648 
国土調査事業費 77,397 
森林経営管理事業 29,067 
有害鳥獣買上補助事業 13,000 
林業機械導入事業 13,970 
森林基盤整備事業（林道開設工事） 139,629 
県単林道事業 14,500 
県単治山事業 14,294 
雇用推進事業 18,000 
町道維持補修工事 10,000 
社会資本整備総合交付金事業（町道改良） 60,000 
道路メンテナンス事業 85,000 
地方創生道整備事業 59,000 
町営住宅建築整備事業 77,340 
耐震性貯水槽整備事業 22,352 
消防ポンプ自動車整備事業 25,797 
小中学校入学祝い金事業 1,900 
スクールバス運行事業 8,386 
上勝中学校体育館部室修繕工事 3,356 

（単位：千円、％）

（単位：千円）

令和６年度上勝町当初予算が３月定例議会
において承認されました。一般的な施策を進め
る一般会計予算は、32億3,000万円（前年度比
２億400万円・6.7%増）、８つの特別会計等予算
の合計は、８億3,458万４千円（前年度比2,976
万４千円・3.7%増）で、これらを合わせた町の予
算総額は、40億6,458万４千円となります。

一般会計における主な増加の要因は、救急患
者輸送業務、国土調査事業、森林基盤整備事業、
県単治山事業、道路メンテナンス事業、町営住宅
整備事業、消防ポンプ自動車整備事業等の増に
よるものです。

歳入については、地方交付税は前年度と同額
で11億円を計上、財政調整基金繰入金は前年度
より7,200万円多い、７億5,000万円を計上し
ています。

地方債は、道路メンテナンス事業、町営住宅整
備事業、学校給食調理場設備整備事業等の増に
より前年度に比べ520万円多い、３億4,430万
円を計上しています。

歳出については、義務的経費（人件費、扶助費、
公債費）が11億6,422万８千円（前年度比1.0％
増）です。

また、投資的経費（普通建設事業費、災害復
旧事業費）は、６億9,628万７千円（前年度比
28.4％増）となっています。

その他の経費（物件費、補助費等、繰出金等）
は、13億6,948万５千円（前年度比5.7％増）を
計上しています。

 特別会計は、特定の事業にともなう保険料や
使用料などによって事業を行うための会計でお
金の流れを分かりやすくするために一般会計と
は区別しています。
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そ
の
他
の
経
費 

42.
5% 義務的経費

 36.0%
 

歳出
32億

3,000万円

人件費
5億1,928万3千円

16.1%

公債費
4億1,147万7千円
12.7%

扶助費 
2億3,346万8千円
7.2%

物件費 
7億3万3千円
21.7%

投資的経費
21.5%

 普通建設事業費
6億5,629万2千円

20.4%

 補助費等
3億912万2千円

9.6%

 繰出金
1億9,641万3千円

6.1%

歳入歳出予算構成（一般会計）
用語解説
自主財源

町税 私たちが納めた町民税や固定資産税、軽
自動車税、たばこ税、入湯税

繰入金
使うお金が財源よりも不足している場合
に、積み立てた基金などから一般会計に
繰り入れるお金

繰越金 前年度決算の剰余金を翌年度に繰り越し
て使用するお金

その他の
自主財源

分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄附金、諸収入などのお金

依存財源

地方交付税
地方自治体間の財政の不均衡を調整し、
一定の行政サービスができるよう国から
交付されるお金

国庫支出金
国の補助事業に対する国からのお金（こ
れに県や町のお金を合わせて各種事業が
行われます）

県支出金
県の補助事業に対する県からのお金（こ
れに町のお金を合わせて各種事業が行わ
れます）

町債 町が各種事業を行うために国などから借
り入れたお金

その他の
依存財源

地方譲与税、利子割交付金、地方消費税
交付金、自動車取得税交付金などのお金

義務的経費

人件費 特別職・議員の報酬や職員の給与などの
経費

公債費 町が国などから借りた借金返済の経費

扶助費 高齢者・こども・障がい者などに対して
行っている様々な支援に要する経費

投資的経費

普通建設事業費 道路・橋りょう・学校などの公共用また
は公共施設の建設に必要な経費

災害復旧事業費 台風などの災害により被災した施設を復
旧するための経費

その他の経費

物件費 需用費・役務費・委託料などの消費的性
質を持つ経費

維持補修費 道路・公共施設などを修繕するための経
費

補助費等 各種団体への助成金や一部事務組合への
負担金などの経費

積立金 財政運営を計画的に行うためにお金を積
み充てる経費

繰出金 一般会計と特別会計の間で相互に資金運
用するための経費

その他 投資及び出資金、貸付金、予備費

議会費 議会活動や運営委員会に要する経費

総務費
人事、企画、財政、戸籍、統計や交通安
全など他部門に分類されない事業に要す
る共通経費

民生費 障がい者福祉、児童福祉、高齢者福祉、
国民年金などの事業に要する経費

衛生費 ごみゼロ活動や健康診断、感染症予防、
母子保健、予防接種などに要する経費

農林水産業費 農林業の振興を図るための支援や生産基
盤整備などの経費

商工費 商工業や観光の振興などの経費

土木費 道路や河川などの社会資本整備のための
経費

消防費 消防、防災事業などに要する経費

教育費 学校教育、生涯学習、文化振興、スポー
ツ振興などの事業に要する経費

予備費
緊急を要する場合などに、予算外の支出
又は予算超過の支出に充てるための経費
ただし、議会が否決した使途に充てるこ
とは禁止されています。

依
存
財
源 

62.
8% 自主財源 37.2%歳入
32億

3,000万円

繰入金
8億5,147万9千円

26.3%

地方交付税
11億円
34.1%

国・県支出金
4億6,838万
4千円
14.5%

町債
3億4,430万円
10.6%

町税

歳入状況

性質別歳出の状況

地方譲与税	 9,481万9千円
地方消費税交付金	 1,500万円
環境性能割交付金	 350万円
法人事業税交付金	 229万8千円
利子割交付金	 10万円
地方特例交付金	 5万4千円
配当割交付金	 5万円
株式等譲渡所得割交付金	 5万円
交通安全対策特別交付金	 1千円

1億1,587万2千円　3.6%

積立金	 1億1,344万8千円
維持補修費	 3,746万9千円
投資及び出資貸付金	 372万円
予備費	 928万円

1億6,391万7千円　5.1%

分担金及び負担金	3,481万8千円
使用料	 3,776万4千円
諸収入	 3,399万円
財産収入	 1,970万3千円
繰越金	 1,132万6千円
寄付金	 2,230万3千円
手数料	 187万1千円

1億6,177万5千円　5.2%

固定資産税	1億3,070万5千円
町民税	 4,489万6千円
軽自動車税	 776万1千円
町たばこ税	 179万8千円
入湯税	 303万円

1億8,819万円　5.7%

歳出
32億

3,000万円

総務費
6億4,355万5千円

19.9%

農林水産業費
5億5,668万3千円

17.2%

民生費 
5億4,674万1千円

16.9%

民生費 
5億4,674万1千円

16.9%

公債費 
4億1,147万7千円

12.7%

土木費
4億5,314万5千円

14.0%

災害復旧事業  3,999万5千円  1.1%

消防費  9.591万2千円  3.0%

教育費
1億8,484万5千円
5.7%

衛生費
1億9,902万4千円
6.2%

議会費  5,093万9千円  1.6% 予備費  928万円  0.4%
商工費  3,840万4千円  1.2% 災害復旧費  3,999万5千円  1.2%

目的別歳出の状況



上勝町役場職員配置状況
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※（兼）…兼務　※（任）…任期付職員　※（再）…再任用職員　※（会）…会計年度任用職員
※（非）…非常勤特別職　※（臨）…臨時的任用
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上勝町役場の主な業務

2024.5  広報かみかつ11

本

庁

支
所

診
療
所

教
育
委
員
会

出　納　室 町行政に関する会計事務

町議会･監査委員･高鉾財産区の運営

儀式･表彰･法令･重要施策･行政改革･行政評価･消防･防災・放送
人事･給与･選挙･統計･情報公開･地域情報政策･交通安全・防犯
予算･決算･地方交付税･地方債･公有財産･施設管理･公用自動車

地方税の賦課・収納・住民税の申告相談・国民健康保険
税務関係の証明書

戸籍・住民基本台帳・人権擁護・社会福祉・高齢者福祉・障害者福祉
児童福祉・保健衛生・介護保険・後期高齢者医療保険

教育委員会・社会教育・学校教育・社会体育･高齢者教室・通学バス
町営バス・文化財

まちづくり・ごみ処理・ゼロ・ウェイスト・広報
空き家・移住対策・集落再生・ふるさと納税・再生可能エネルギー

小学校用務

中学校用務

学校給食の運営

医科診療・歯科診療・理学療法・薬剤・医療事務

医科診療・薬剤・医療事務

農業振興・林業振興・商工振興・観光振興・有害鳥獣・農業委員会

町道・林道・耕地・災害復旧・国土調査・簡易水道・町営住宅

総合支所窓口　　行政事務全般

議会事務局

産　業　課

建　設　課

支　　　所

小　学　校

中　学　校

上勝町診療所

福原診療所

学校給食センター

税　務　課

企画環境課

総　務　課

住　民　課

教育委員会
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上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例等の概要

お
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
環
境
課

　名は、日本で最も美しい村連合の趣旨を理解し、誇りを持って、先人が守り続け
てきたそれぞれの集落全域の美しい自然・景観等の保全や文化の継承に努める。
　名は、前項に定めるガイドライン等を参考にし、美しい集落づくりに努める。

別表２

　U・I・Ｊターン者及び住民を対象に新
築工事費、中古住宅（空き家）購入費、
改修費の補助があります。所有者に対し
ては、空き家改修費や空き家整理費の補
助があります。

　名は、上勝町ゼロ･ウェイスト宣言を理解し、発生する廃棄物の資源化及び再利
用等、適正な処理を行うため、ゴミステーションへの集積に協力するよう努めると
ともに、ごみのない美しい集落づくりに努める。

集落再生プラン支援事業補助金要綱住宅等の支援

（自治組織が実施する事業に対する補助金の交付）　別表１

　名が策定した美しい集落再生プラン実行のための事業の経
費について、既存の補助事業で実施可能な事業を除いて、上
勝町美しい集落再生プラン支援補助金を交付します。

　名の集落を対象に美しい集落再生プラン
を作成し、町長へ提出する。

（町の責務）
　町は、名が実施する課題の解決等の取組を
支援しなければならない。
　町は、町民等からのまちづくりに有効と認
められる意見、要望、施策等を町政に反映す
るよう努めなければならない。
　町は、個人の権利及び利益が侵害されるこ
とのないように、個人情報を保護するよう努
めなければならない。

*町長は、空き家の申出があった場合は、Ｕ･
Ｉ・Jターン者等の募集等行い、希望者を当
該名総代等に連絡するとともに、当該希望者
に一定期間継続して集落生活をするための事
前生活体験を勧める。

*町長は、前項の集落生活ができると確信し
た希望者を当該名の代表者等に通知する。

*町長は、町外へ遠距離通勤する後継者を支
援するよう努める。

（名の役割）
　名は、課題の解決等を図るため、特に次の事項に取り組
みます。
（1）環境及び景観の保全 
（2）町民等が所有し、又は使用する土地及び建物等の適
　　切な管理 
（3）空き家の登録並びに売買及び貸借のあっせん
　　に対する支援
（4）新規移住者に対する支援
（5）後継者に対する支援 
（6）新規就農者に対する支援
（7）高齢者等に対する支援
（8）農林水産業に対する支援 
（9）鳥獣被害対策に対する支援 
（10）地域の伝統及び文化の保存 
（11）ふるさとを愛しふるさとを活性化する人づくり 
（12）災害の予防、避難及び救助

（町の役割）
　町は、名と連携し町民福祉

の向上のため、次の事項に取

り組みます。

（1）教育の振興

（2）消防防災活動の推進

（3）環境保全活動の推進

（4）高齢者等の福祉の推進

（5）農林水産業の振興

（6）商工業の振興

 自治組織＝
町内の11名
上勝町内の八重
地 名、市 宇 名、
田野々名、野尻
名、川西名、瀬
津 名、福 原 名、
傍示名、藤川名、
柳谷名、福川名
の各名

町民等及び町
が、互いの役割
を尊重し、補完
し合いながら課
題の解決等に取
り組む

　町民、町内で勤務する
者、町内に土地、又は建
物等を有する者、事業者
及び名

町の区域内に居住
する者

協働
名

町民

　
上
勝
町
は
新
し
い
ま
ち
の
か
た
ち
を
創
造
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
上
勝
町
の
発
展
を
希
求
し
て
、「
上
勝
町
持
続
可

能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）
持
続
可
能
な
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町長は、景観及び農
地等を保全し、また快
適な住環境等を保つた
めに樹木等伐採ガイド
ラインを作成する。

（職員の参加）
　町職員は、再生プラ
ンの取組や集落活動を
理解し、積極的に参加
する。

（集落支援員等の設置）
　町長は、名の推薦により、集落支援員
を置く。また、地域等の実情に精通した
者、地域づくりへの関心が高い者、地域
等の活性化に関し知見を有する者等の中
から、専任集落支援員を置く。

町支援

条　例

（目的）
上
勝
町
の
め
ざ
す
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

（基本理念）
町
民
等
及
び
町
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
従
い
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。（
１
）良
好
な
環
境
及
び
景
観
の
保
全 

（
２
）美
し
い
自
然
と
の
共
生

（
３
）地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保
（
４
）情
報
の
発
信
と
交
流
の
拡
大
（
５
）

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
人
づ
く
り
（
６
）
地
域
自
治
の
拡
充 

町民等町
が
名
を
支
援

移住定住の促進
空き家対策の推進

空き家バンクに登録

移住定住の促進
移住コーディネーターの配置
お試し暮らし体験案内
住居・仕事案内等

　名は、集落を維持していくため、定着を望むＵ・Ｉ・Ｊター
ン者等の受入体制を整え、後継者の確保に努める。

　名は、集落内に休耕地・荒廃農地及び空き家等遊休施設
等が生じた場合は、所有者等の意向を把握し、当該所有者
等が譲渡または貸借を望み、また、了承した場合は町長に
申し出るものとする。

　名は、集落の住民が共通意識を持ち、課題の解決等に取り
組みながら持続可能な美しいまちづくりに努める。
　名は、集落再生実現のため各集落に応じた体制をつくり、
定例会等を通じてできることから取り組むよう努める。

名の取り組み
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上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例等の概要

お
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
環
境
課

　名は、日本で最も美しい村連合の趣旨を理解し、誇りを持って、先人が守り続け
てきたそれぞれの集落全域の美しい自然・景観等の保全や文化の継承に努める。
　名は、前項に定めるガイドライン等を参考にし、美しい集落づくりに努める。

別表２

　U・I・Ｊターン者及び住民を対象に新
築工事費、中古住宅（空き家）購入費、
改修費の補助があります。所有者に対し
ては、空き家改修費や空き家整理費の補
助があります。

　名は、上勝町ゼロ･ウェイスト宣言を理解し、発生する廃棄物の資源化及び再利
用等、適正な処理を行うため、ゴミステーションへの集積に協力するよう努めると
ともに、ごみのない美しい集落づくりに努める。

集落再生プラン支援事業補助金要綱住宅等の支援

（自治組織が実施する事業に対する補助金の交付）　別表１

　名が策定した美しい集落再生プラン実行のための事業の経
費について、既存の補助事業で実施可能な事業を除いて、上
勝町美しい集落再生プラン支援補助金を交付します。

　名の集落を対象に美しい集落再生プラン
を作成し、町長へ提出する。

（町の責務）
　町は、名が実施する課題の解決等の取組を
支援しなければならない。
　町は、町民等からのまちづくりに有効と認
められる意見、要望、施策等を町政に反映す
るよう努めなければならない。
　町は、個人の権利及び利益が侵害されるこ
とのないように、個人情報を保護するよう努
めなければならない。

*町長は、空き家の申出があった場合は、Ｕ･
Ｉ・Jターン者等の募集等行い、希望者を当
該名総代等に連絡するとともに、当該希望者
に一定期間継続して集落生活をするための事
前生活体験を勧める。

*町長は、前項の集落生活ができると確信し
た希望者を当該名の代表者等に通知する。

*町長は、町外へ遠距離通勤する後継者を支
援するよう努める。

（名の役割）
　名は、課題の解決等を図るため、特に次の事項に取り組
みます。
（1）環境及び景観の保全 
（2）町民等が所有し、又は使用する土地及び建物等の適
　　切な管理 
（3）空き家の登録並びに売買及び貸借のあっせん
　　に対する支援
（4）新規移住者に対する支援
（5）後継者に対する支援 
（6）新規就農者に対する支援
（7）高齢者等に対する支援
（8）農林水産業に対する支援 
（9）鳥獣被害対策に対する支援 
（10）地域の伝統及び文化の保存 
（11）ふるさとを愛しふるさとを活性化する人づくり 
（12）災害の予防、避難及び救助

（町の役割）
　町は、名と連携し町民福祉

の向上のため、次の事項に取

り組みます。

（1）教育の振興

（2）消防防災活動の推進

（3）環境保全活動の推進

（4）高齢者等の福祉の推進

（5）農林水産業の振興

（6）商工業の振興

 自治組織＝
町内の11名
上勝町内の八重
地 名、市 宇 名、
田野々名、野尻
名、川西名、瀬
津 名、福 原 名、
傍示名、藤川名、
柳谷名、福川名
の各名

町民等及び町
が、互いの役割
を尊重し、補完
し合いながら課
題の解決等に取
り組む

　町民、町内で勤務する
者、町内に土地、又は建
物等を有する者、事業者
及び名

町の区域内に居住
する者

協働
名

町民

　
上
勝
町
は
新
し
い
ま
ち
の
か
た
ち
を
創
造
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
美
し
い
上
勝
町
の
発
展
を
希
求
し
て
、「
上
勝
町
持
続
可

能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）
持
続
可
能
な
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　町長は、景観及び農
地等を保全し、また快
適な住環境等を保つた
めに樹木等伐採ガイド
ラインを作成する。

（職員の参加）
　町職員は、再生プラ
ンの取組や集落活動を
理解し、積極的に参加
する。

（集落支援員等の設置）
　町長は、名の推薦により、集落支援員
を置く。また、地域等の実情に精通した
者、地域づくりへの関心が高い者、地域
等の活性化に関し知見を有する者等の中
から、専任集落支援員を置く。

町支援

条　例

（目的）
上
勝
町
の
め
ざ
す
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

（基本理念）
町
民
等
及
び
町
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
従
い
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。（
１
）良
好
な
環
境
及
び
景
観
の
保
全 

（
２
）美
し
い
自
然
と
の
共
生

（
３
）地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保
（
４
）情
報
の
発
信
と
交
流
の
拡
大
（
５
）

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
人
づ
く
り
（
６
）
地
域
自
治
の
拡
充 

町民等町
が
名
を
支
援

移住定住の促進
空き家対策の推進

空き家バンクに登録

移住定住の促進
移住コーディネーターの配置
お試し暮らし体験案内
住居・仕事案内等

　名は、集落を維持していくため、定着を望むＵ・Ｉ・Ｊター
ン者等の受入体制を整え、後継者の確保に努める。

　名は、集落内に休耕地・荒廃農地及び空き家等遊休施設
等が生じた場合は、所有者等の意向を把握し、当該所有者
等が譲渡または貸借を望み、また、了承した場合は町長に
申し出るものとする。

　名は、集落の住民が共通意識を持ち、課題の解決等に取り
組みながら持続可能な美しいまちづくりに努める。
　名は、集落再生実現のため各集落に応じた体制をつくり、
定例会等を通じてできることから取り組むよう努める。

名の取り組み

項目 内容 備考

補助申請者 名単位または集落単位、集
落単位の連携体

申請は年間一回限りとします。集落とは、町の行
政区集落によります。当初申請の変更は可能です。

対象経費の
内容

補助対象経費
講師の謝礼及び費用弁償費、
通信運搬費、消耗品費、印
刷製本費、借上料、原材料
費等

再生プラン実行のための経費であること。（軽
トラ、草刈り機、チェーンソーなどの借り上げ
は対象外とする。）

補助対象外経費 工事請負費、委託料、食料費、
人件費、飲み物類等

朝食、昼食、夕食など食事代、ジュース、ビー
ルなどの飲み物代

補助額
町長は、上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例第８条の課題解決等を図
るために取り組む事業であるかを審査し補助額を決定します。
※当該会計年度の補助金限度額は１申請あたり 500,000 円以内とします。

（審査基準）
自治組織（名）の課題解決に向けた取り組みについて資金面において支援するものであるが、
2040 年に町人口を 1,000 人とする目標があることから、環境及び景観の保全、地域活性化や空
き家対策、若い世代の移住定住対策の加速化を目的とする取り組みを優先し採択します。名の役
割の（１）～（６）、（11）を優先し支援します。
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上勝町持続可能な美しいまちづくり
令和５年度 集落再生の取り組みについて（報告）
本町では、上勝町美しい集落再生プラン支援事業により、名

みょう

及び集落が実施する課題解決等の取り

組みを支援し、共に協働して持続可能な美しいまちづくりを推進しています。集落の皆様におかれま

しては、日頃より集落の維持・活性化にご尽力いただきありがとうございます。

令和５年度では、名及び集落から21件の申請があり、支障木の伐採や集落道の補修等の景観整備事

業が実施されました。令和６年度も引き続き事業をいたしますので、希望のある地域は10月末を目安
に補助金申請書類のご提出をいただき、年度内の事業完了を計画して実施してください。なお、概算
払の請求がある場合は３月14日までにお願いいたします。

また移住支援や集落再生支援、空き家等対策、地域づくりおいても引き続き取り組んでまいります

ので、ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。                          　　　　　  （企画環境課）

傍示名　若生地区  （実施前）

瀬津名　上樫原地区（実施前）

福川名　作り道地区（実施前）

集落道の補修（実施後）

獣害防止網設置・桜ほか植栽（実施後）

支障木の伐採（実施後）
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別
表

１
　

自
治

組
織

等
が

行
う

集
落

再
生

事
業（

上
勝

町
美

し
い

集
落

再
生

プ
ラ

ン
支

援
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

第
３

条
関

係
）

（
審

査
基

準
）

予
算

の
範

囲
以

内
で

の
実

施
と

な
り

ま
す

の
で

、
補

助
金

の
交

付
を

希
望

す
る

場
合

は
、

企
画

環
境

課
担

当
ま

で
お

申
し

込
み

下
さ

い
。（

年
度

内
に

完
了

す
る

も
の

に
限

る
）

自
治

組
織

の
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
資

金
面

に
お

い
て

支
援

す
る

も
の

で
あ

る
が

、
20

40
年

に
町

人
口

を
1,

00
0

人
と

す
る

目
標

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

及
び

景
観

の
保

全
、

地
域

活
性

化
や

空
き

家
対

策
、

若
い

世
代

の
移

住
定

住
促

進
の

加
速

化
を

目
的

と
す

る
取

り
組

み
を

優
先

し
採

択
す

る
。

下
記

の
基

本
条

例
第

８
条

（
１

）
～

（
６

）、
（

11
）

を
優

先
し

支
援

す
る

。

第
８

条
　

自
治

組
織

は
、

課
題

の
解

決
等

を
図

る
た

め
、

特
に

次
の

事
項

に
取

り
組

む
も

の
と

す
る

。
（

１
）

環
境

及
び

景
観

の
保

全
（

２
）

町
民

等
が

所
有

し
、

又
は

使
用

す
る

土
地

及
び

建
物

等
の

適
切

な
管

理
（

３
）

空
き

家
の

登
録

並
び

に
売

買
及

び
貸

借
の

あ
っ

せ
ん

に
対

す
る

支
援

（
４

）
新

規
移

住
者

に
対

す
る

支
援

（
５

）
後

継
者

に
対

す
る

支
援

（
６

）
新

規
就

農
者

に
対

す
る

支
援

（
７

）
高

齢
者

等
に

対
す

る
支

援
（

８
）

農
林

水
産

業
に

対
す

る
支

援
（

９
）

鳥
獣

被
害

対
策

に
対

す
る

支
援

（
10

）
地

域
の

伝
統

及
び

文
化

の
保

存
（

11
）

ふ
る

さ
と

を
愛

し
ふ

る
さ

と
を

活
性

化
す

る
人

づ
く

り
（

12
）

災
害

の
予

防
、

避
難

及
び

救
助

（
13

）
そ

の
他

自
治

組
織

が
実

施
す

る
こ

と
が

ふ
さ

わ
し

い
と

思
わ

れ
る

事
業

			


上
勝

町
持

続
可

能
な

美
し

い
ま

ち
づ

く
り

基
本

条
例

 （
自

治
組

織
の

役
割

）

項
　

目
内

　
容

備
　

考

補
助

申
請

者
自

治
組

織
単

位
ま

た
は

集
落

単
位

、
集

落
単

位
の

連
携

体
申

請
は

年
間

一
回

限
り

と
す

る
。

集
落

と
は

、
町

の
行

政
区

集
落

に
よ

る
。

当
初

申
請

の
変

更
は

可
能

。

対
象

経
費

の
内

容
補

助
対

象
経

費
の

内
容

講
師

の
謝

礼
及

び
費

用
弁

償
費

、
通

信
運

搬
費

、
消

耗
品

費
、

印
刷

製
本

費
、

借
上

料
、

原
材

料
費

等

再
生

プ
ラ

ン
実

行
の

た
め

の
経

費
で

あ
る

こ
と

。
（

軽
ト

ラ
、

草
刈

り
機

、
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
な

ど
の

借
り

上
げ

は
対

象
外

と
す

る
。）

補
助

対
象

外
経

費
の

内
容

工
事

請
負

費
、

委
託

料
、

食
料

費
、

人
件

費
、

飲
み

物
類

等
朝

食
、昼

食
、夕

食
な

ど
食

事
代

、ジ
ュ

ー
ス

、
ビ

ー
ル

な
ど

の
飲

み
物

代

補
　

助
　

額
町

長
は

、
上

勝
町

持
続

可
能

な
美

し
い

ま
ち

づ
く

り
基

本
条

例
第

８
条

の
課

題
解

決
等

を
図

る
た

め
に

取
り

組
む

事
業

で
あ

る
か

を
審

査
し

補
助

額
を

決
定

す
る

。
当

該
会

計
年

度
の

補
助

金
限

度
額

は
１

申
請

あ
た

り
50

0,
00

0
円

以
内

と
す

る
。
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移住コーディネーター（専任集落支援員）令和５年度活動報告移住コーディネーター（専任集落支援員）令和５年度活動報告

安田　知春（移住交流支援センター 企画環境課内）

日頃より大変お世話になっております。専任集落支援員の安田です。移住促進に
携わり早４年が過ぎました。令和５年度は昨年度に比べ相談件数は増えたものの移
住者数は減少となりました。前年度に引き続き「上勝町へ移住したい」と相談当初
より本町への移住希望が高い方も一定数いたのですが、年度後半は住まいの空きが
不足する状況もあった為に移住を待っていただいている方もいます。移住を決心したときに住まいと
仕事をいかにスムーズに確保できるかが重要なポイントになっています。上勝町を知った理由、移住
候補地として検討した理由としては「ゼロ・ウェイストの取組」が圧倒的で、次いで「父母、祖父母
の故郷である」や「友人、知人がいる」という理由でした。全国各地の市町村が移住促進に力を入れ
る中、「彩」や「ゼロ・ウェイスト」のようにひとつでも“あの町ね！”と認知できるものがあるこ
とは大きな強みになっていますが、実際に移住し、その後長く住み続けてもらうためには地域住民、
仕事関係者、移住者同士のサポートも必須です。私も変わらずできることからコツコツとやっていき
ますが、移住支援は担当者だけでは成り立たないことも多いので各方面で町民の皆様にもお力添えい
ただければ幸いです。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

令和5年度の実績報告　4月～3月まで（移住担当者調べ）

【お問い合わせ】
企画環境課　移住コーディネーター：安田（専任集落支援員）
　　　　　　移住・空き家担当：村田
☎46-0111　IP：050-3438-8071
E-mail：iju@kamikatsu.i-tokushima.jp
上勝町移住ポータルサイト「上勝パラダイス宣言」https://kamipara.jp/ 

移住者インタビュー
更新しています！

【カミパラ QR コード】
↓

移住フェア（大阪） 素敵なポスターができました 第3回移住者交流会の様子

移住相談件数 93件

お試し滞在施設の利用組数 24組（37名）

移住者数 30名（21世帯）

空き家登録件数 ４件

空き家契約完了件数 １件
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今
年
度
は
６
名
の
協
力
隊
の
方
が
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
協
力
隊
と
支
援

事
業
者
の
方
か
ら
、旧
年
度
の
活
動
報
告
と
新
年
度
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
上
勝
阿
波
晩
茶

協
会
に
所
属
し
、
主
に
「
桶
オ
ー

ナ
ー
制
」
の
準
備
と
実
施
を
行
い

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
２

シ
ー
ズ
ン
目
と
な
り
、
主
に
圃
場

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
春
か
ら

圃
場
に
出
向
き
、
数
年
に
渡
っ
て

使
わ
れ
て
い
な
い
圃
場
の
下
草
刈

り
・
カ
ズ
ラ
取
り
を
し
て
、
夏
の

茶
摘
み
に
備
え
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
か
ら
は
、
協
会
の
正
面
で
の

茶
づ
く
り
用
屋
根
の
設
置
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
単
管
、
針
金
、

垂
木
、
波
板
、
傘
釘
な
ど
、
扱
い

慣
れ
て
い
な
い
も
の
を
使
っ
て
の

高
所
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
勾

配
を
確
認
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
組

み
上
げ
て
、
実
際
に
雨
の
日
に
計

画
通
り
に
雨
が
流
れ
て
く
れ
た
と

き
は
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。そ
し
て
７
月
か
ら
、オ
ー
ナ
ー

さ
ん
を
迎
え
て
の
茶
摘
み
と
茶
づ

く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
台
風
が

近
づ
い
た
り
、
茶
摘
み
の
目
標
に

対
し
て
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た

り
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
夏
の
日

程
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。９
月
か
ら
は
、再
び
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
の
茶

干
し
、
そ
の
後
に
選
別
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
ど
な
た
も
、
自
分
の

お
茶
を
さ
っ
そ
く
試
飲
し
て
、
自

然
の
作
っ
て
く
れ
た
味
わ
い
を
し

み
じ
み
と
噛
み
し
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月

に
は
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
の
芝
生
に
て
、
穏
や
か
な
お

天
気
の
も
と
、「
上
勝
阿
波
晩
茶

祭
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
用
意

し
た
駐
車
場
は
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
ど
の
来
場
者
様
も
ゆ
と

り
の
あ
る
空
間
を
楽
し
ん
で
、
時

間
の
許
す
限
り
滞
在
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
か
ら
は
「
上
勝

ラ
ン
デ
ヴ
ー
」
に
移
籍
、
こ
れ
ま

で
の
晩
茶
協
会
で
の
学
び
を
活
か

し
て
、
さ
ら
に
上
勝
町
の
魅
力
を

発
見
し
な
が
ら
、
よ
い
も
の
づ
く

り
を
し
た
り
、
気
づ
き
の
あ
る
情

報
発
信
を
し
た
り
し
て
、
人
々
の

幸
せ
な
人
生
の
構
築
に
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

上
勝
阿
波
晩
茶
協
会
関
係
者
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
晩
茶
の
お
い
し
さ
や
晩
茶
づ

く
り
の
行
程
の
魅
力
を
さ
ら
に
町

内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
畑
に
通
い
、
非
常
に
微
力
な
が

ら
晩
茶
の
生
産
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
農
家
の
皆
様
に
ご
助
言
を
仰

ぎ
つ
つ
、
実
現
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
着
実
に
前
進
し

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

桜
か
ら
新
緑
へ
と
移
ろ
う
5

月
、
町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
機
嫌
麗
し
ゅ
う
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

上
勝
ラ
ン
デ

ヴ
ー
の
野
々
山
と
申
し
ま
す
。
日

頃
は
合
同
会
社
パ
ン
ゲ
ア
に
よ
る

月
ヶ
谷
温
泉
村
キ
ャ
ン
プ
場
の
運

営
も
併
せ
て
格
別
の
お
引
き
立
て

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
3
月
よ
り
本
人
の
ご
希

望
も
あ
り
弊
社
に
て
中
田
幹
二
さ

ん
を
協
力
隊
と
し
て
受
け
入
れ
さ

せ
て
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
自
身
も
平
成
25
年
度

よ
り
協
力
隊
と
し
た
3
年
間
に
わ

た
り
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

中
田
隊
の
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
上
勝
町
が
有
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を

題
材
と
し
教
育
交
流
活
動
等
に
よ

る
産
業
振
興
活
動
を
目
指
し
新
規

事
業
構
築
を
目
標
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

上
勝
町
に
は
、
先
人
が
築
き
上

げ
た
知
恵
が
持
つ
タ
ネ
を
五
感
で

感
じ
な
が
ら
育
む
こ
と
で
、〈
ま

な
び
の
芽
〉
を
出
し
〈
気
付
き
の

葉
〉
を
付
け
〈
未
来
を
切
り
拓
く

花
〉を
咲
か
せ
、ま
た
新
た
な〈
タ

ネ
〉
を
生
み
出
す
と
い
っ
た
一
連

の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
混
沌
と

も
形
容
で
き
る
現
代
で
本
当
の

「
豊
か
さ
」
を
考
え
取
捨
選
択
し

て
き
た
歴
史
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
上
勝
町
が
有
す
る
ブ

ラ
ン
ド
や
自
然
・
文
化
・
精
神
を

隊
員
の
活
動
に
活
か
し
つ
つ
、
産

業
振
興
に
繋
が
る
具
体
的
な
組
み

立
て
を
し
、
自
身
の
新
規
事
業
創

出
に
尽
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
何
卒
、
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

中
田
　
幹
二

【
地
場
産
品
の
魅
力
等
をPR

す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
等
の
作
成
・
企
画
・
運
営
及
び

S
N
S
を
活
用
し
た
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
・
販
売
促
進
活
動
。
教
員
の
経
験
を
活
か

し
て
上
勝
町
の
取
組
を
題
材
と
し
た
、
子
ど

も
達
の
視
野
を
広
げ
る
教
育
交
流
活
動
】数年ぶりに刈り出した

畑で茶を摘む

設置した屋根の下、
茶をゆでる

一
般
社
団
法
人
上
勝
ラ
ン
デ
ヴ
ー

代
表
理
事　

野
々
山
聡

支
援
事
業
者
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令
和
４
年
６
月
よ
り
「
環
境
と

ま
ち
づ
く
り
」
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
片
桐

で
す
。
早
い
も
の
で
来
月
か
ら
任

期
も
３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
月

日
の
速
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
さ

て
、
２
年
目
も
１
年
目
と
同
じ
く

次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
し
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

【
活
動
①
】
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
活
動
（
人
を
つ
な
ぐ
）
の
実
践

と
O
J
T
に
よ
る
学
び

・「
郷
の
元
気
」
が
お
こ
な
う
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
棚
田
キ
ャ
ン

プ
企
画
、
徳
島
市
内
の
子
ど
も
食

堂
と
協
働
し
て
お
こ
な
っ
た
田
植

え
・
稲
刈
り
体
験
な
ど
の
運
営
補

助

・�

N
H
K
の
ヤ
ッ
ホ
ー
取
材
や

「
樫
原
の
棚
田
村
」
と
協
働
し

て
お
こ
な
う
棚
田
収
穫
祭
の
活

動
支
援　

な
ど

【
活
動
②
】
企
画
・
実
施
（
事
業

を
考
え
実
践
す
る
）

・�「
か
み
か
つ
棚
田
未
来
づ
く
り

協
議
会
」
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
登
録
の
実
現

・�「
山
の
カ
フ
ェ
」
イ
ベ
ン
ト
や

エ
コ
プ
ロ
2
0
2
3
で
の
上
勝

町
の
棚
田
や
特
産
品
の
PR
な
ど

【
活
動
③
】
地
域
共
同
研
究
（
研

究
す
る
・
学
術
報
告
を
書
く
）

・�

徳
島
県
下
の
農
用
地
の
地
域
計

画
に
関
す
る
学
術
報
告
の
執
筆

そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

先
日
開
催
さ
れ
た
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊 

活
動
報
告
会
」
の
発
表

資
料
に
補
足
し
た
デ
ー
タ
を
二
次

元
コ
ー
ド
先
に
格
納
し
て
い
ま

す
。
活
動
３
年
目
は
、
任
期
終
了

後
を
見
越
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

NHK ヤッホー取材PR イベント

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

片
桐
　
　
悠

　【上
勝
町
に
お
い
て
、
上
勝
町
の
課
題
解

決
・
未
来
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
の
地

域
協
働
研
究
、O

JT

（O
n The Job 

Training

）
に
よ
る
、
上
勝
町
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
自
立
型
協
働
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
目
指
し
た
活
動
等
、（
有
）
環

境
と
ま
ち
づ
く
り
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
】

私
、
河
野
孝
は
令
和
５
年
度
に

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
上
勝
町
の
杉
材
を
原
料
と
し
た

製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る『KINOF

』

及
び
『KEETO

』
の
PR
と
販
路
拡

大
を
目
指
し
、
３
回
の
合
同
展
示

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
注
力

し
た
の
は
、「
て
て
て
商
談
会
」

と
い
う
展
示
会
で
、
地
域
の
自
然

環
境
や
製
品
の
特
徴
を
伝
え
る

ブ
ー
ス
作
り
を
工
夫
し
て
設
け
、

製
品
の
特
徴
や
製
造
過
程
及
び
地

域
へ
の
貢
献
な
ど
を
丁
寧
に
PR
し

ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
『K

IN
O

F

』

及
び
『K

EET
O

』
の
認
知
度
が
向

上
し
、
一
部
の
来
場
者
や
取
引
先

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

河
野
　
　
孝

【
上
勝
町
に
お
い
て
上
勝
町
の
杉
の
木
を
原

料
と
し
た
「KEETO

/KIN
O

F

」
を
国
産

の
天
然
繊
維
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
、
新
製
品
企
画
開
発
、
営
業
、

素
材
研
究
、
情
報
発
信
、
展
示
会
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
補
助
等
、
及
び
自
社
農
園

の
農
作
業
補
助
、
調
理
補
助
等
の
産
業
振

興
活
動
】

○
協
力
隊
を
迎
え
る
目
的

持
続
的
に
地
域
の
暮
ら
し
や
生

活
、
集
落
を
守
る
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
た
関
係
者

が
「
つ
な
が
り
、
力
を
合
わ
せ
、

助
け
合
う
」
こ
と
が
と
て
も
大
切

に
な
り
ま
す
。
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
過
疎
・
高
齢
化
が
す
す
む

人
口
減
少
地
こ
そ
、
対
話
を
基
礎

と
し
た
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活

動
の
展
開
が
重
要
で
す
。

○
支
援
事
業
所
の
支
援
活
動

次
の
３
つ
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

・�

活
動
１　

上
勝
町
ま
ち
づ
く
り

で
の
自
立
型
協
働
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
活
動

・�

活
動
２　

上
勝
町
ま
ち
づ
く
り

で
の
事
業
の
企
画
・
実
施

・�

活
動
３　

上
勝
町
ま
ち
づ
く
り

で
の
地
域
共
同
研
究

○
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

「
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

対
話
を
基
礎
に
し
た
合
意
形
成
な

ど
の
社
会
技
術
的
視
点
、
地
域
を

見
る
環
境
的
視
点
、
景
観
的
視

点
、
自
然
を
体
験
す
る
自
然
体
験

の
視
点
か
ら
、
協
力
隊
活
動
を
強

力
に
支
援
す
る
予
定
で
す
。

有
限
会
社　

環
境
と
ま
ち
づ
く
り

取
締
役　

澤
田
俊
明

支
援
事
業
者
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こ
ん
に
ち
は
。
令
和
５
年
４
月

か
ら
一
般
社
団
法
人
ひ
だ
ま
り
に

所
属
し
て
い
る
吉
武
佳
穂
で
す
。

日
頃
の
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
主
な
活
動
は
「
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
規
事
業
の
発
掘
」
と

「
住
民
の
生
活
支
援
」
で
す
。「
地

域
資
源
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の

発
掘
」
で
は
町
の
も
の
づ
く
り
の

達
人
か
ら
わ
ら
草
履
や
タ
カ
キ
ビ

ほ
う
き
・
竹
ぼ
う
き
等
の
作
り
方

を
習
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
地
域
の
も
の
づ
く
り
を
受
け

継
ぎ
伝
え
て
い
く
た
め
、
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
元
に
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
試
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
住

民
の
生
活
支
援
」
は
、
主
に
ひ
だ

ま
り
が
町
か
ら
受
託
し
て
い
る
介

護
予
防
活
動
の
支
援
で
す
。
週
一

回
の
百
歳
体
操
で
は
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
運
動
や
簡
単
な
も
の
づ

く
り
・
レ
ク
等
を
し
て
い
ま
す
。

一
般
介
護
予
防
イ
ベ
ン
ト
や
週
一

百
歳
体
操
の
運
営
を
通
し
て
、
少

し
で
も
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
励
み
ま
す
。
ほ
か
に
地
域

の
農
産
物
生
産
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
、
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋

さ
ん
や
農
家
さ
ん
に
お
願
い
し
て

研
修
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
出
会
っ
た
方
々
か
ら
元
気

や
知
恵
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

い
た
だ
く
毎
日
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

吉
武
　
佳
穂

【
上
勝
町
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
規
事

業
の
発
掘
「
観
光
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
整
備
」
や
住
民
へ
の
生
活
支
援
（
介
護

予
防
活
動
支
援
、
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
、
人
手
不
足
支
援
）
活
動
等
、
一
般

社
団
法
人
ひ
だ
ま
り
を
拠
点
と
し
た
産
業

振
興
活
動
及
び
住
民
生
活
支
援
活
動
】

シュロ蠅叩きの材料採取 体操系イベントの運営

ま
た
、
新
規
顧
客
の
獲
得
や
既

存
顧
客
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
地

域
産
品
の
可
能
性
を
広
げ
る
一
助

と
な
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
、
展
示
会
へ
の
出

展
に
は
多
大
な
費
用
や
準
備
に
時

間
を
要
す
る
課
題
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
効
果
的
な
販
促
戦

略
の
構
築
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め

の
施
策
を
検
討
し
、
地
道
な
活
動

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
に
、
地
域
の
皆
様
へ
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
発

展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

展示会の様子①

ま
し
た
。
共
に
効
果
的
な
販
促
戦

略
の
構
築
や
コ
ス
ト
削
減
の
施
策

を
検
討
で
き
、
今
後
も
地
道
な
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

引
き
続
き
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
、
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り
、

ま
す
ま
す
気
持
ち
の
良
い
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
上
勝
町
の
皆
様
に
は
い
つ
も

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
合
同
会
社
す
ぎ
と
や
ま
杉
山

で
す
。
当
事
業
所
は
杉
の
木
を

使
っ
た
繊
維
製
品
『K

IN
O

F

』

及
び
糸
『K

EET
O

』
の
製
品
企

画
・
PR
・
販
路
拡
大
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
県
外
の
展
示
会
に
複
数

回
参
加
し
た
際
に
は
河
野
協
力
隊

員
の
受
入
れ
に
よ
り
実
現
し
た
、

上
勝
町
の
自
然
物
を
取
り
入
れ
工

夫
を
凝
ら
し
た
展
示
が
好
評
で
、

製
品
だ
け
で
な
く
上
勝
町
の
認
知

度
も
向
上
し
、
フ
ァ
ン
を
増
や
せ

合
同
会
社
す
ぎ
と
や
ま

代
表
社
員　

杉
山
久
美

支
援
事
業
者

展示会の様子②



2024.5  広報かみかつ 20

令
和
４
年
に
上
勝
町
の
魅
力
に

惹
か
れ
て
移
住
し
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
の
普
及
活
動
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
を
持

ち
ま
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
の

皆
さ
ん
に
は
公
私
と
も
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１
年
半
の
間
に
①
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
視
察
対
応
②
リ
ト

リ
ー
ト
の
開
催
④
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
講
演
会
の
開
催
③
生
ご
み
処

理
機
の
研
究
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

特
に
力
を
入
れ
て
企
画
し
た
の

は
、
前
職
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
経
験

を
活
か
し
た
リ
ト
リ
ー
ト
。

（Retreat

：
日
常
生
活
か
ら
離
れ

て
心
と
体
を
整
え
る
時
間
を
過
ご

す
こ
と
）
全
国
各
地
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
方
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
創
る
＋
美
し
い
自
然
環
境
で

ピ
ラ
テ
ィ
ス
や
瞑
想
を
行
っ
た

り
、
こ
の
土
地
の
食
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
体
験
を
通
し

て
、
上
勝
町
の
魅
力
を
幅
広
く
お

伝
え
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
上
勝
町
で
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
経
験
を
活
か
し
、
ま
た

他
の
地
域
で
も
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
勝
町
で
の
暮
ら
し
や
温
か
い

人
と
人
と
の
繋
が
り
は
私
の
人
生

に
と
っ
て
本
当
の
豊
か
さ
と
は
な

に
か
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
時
間
は
一
生
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
宝
物
で

す
。
ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
愛

と
感
謝
を
込
め
て
。

た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

移
住
の
き
っ
か
け
は
、
新
聞
で

い
ろ
ど
り
農
家
さ
ん
の
記
事
を
偶

然
読
ん
だ
こ
と
で
し
た
。
上
勝
町

に
行
っ
て
み
よ
う
と
行
動
に
移
し

た
こ
と
で
協
力
隊
の
ご
縁
を
頂
き

ま
し
た
。

上
勝
晩
茶
の
茶
摘
み
、
す
だ

ち
・
ゆ
こ
う
・
ゆ
ず
の
収
穫
な
ど

人
生
で
は
じ
め
て
の
経
験
が
で
き

た
こ
と
。
そ
こ
で
農
家
さ
ん
の
大

変
さ
や
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
農
福
連
携
を
考
え
な
が

ら
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
3
年
の
間
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
3
月
31
日
を
も
っ
て

3
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
を
終
え
ま
し
た
。
活
動
に
あ

た
っ
て
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
町
民

の
方
に
は
ご
指
導
や
ご
紹
介
い
た

だ
き
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

江
間
　
麻
美

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

梅
西
　
正
人

地
域
お
こ
し
協
力
隊

退
任
の
挨
拶

【上勝リトリート】
令和５年10月、森林のあがりはなにて

ピラティスを実施

【ゼロ・ウェイスト講演会】
令和６年2月 、小豆島でゼロ・ウェイスト

講演会を実施し104名が参加

吉
武
さ
ん
の
活
動
や
暮
ら
し
に

対
し
、
い
つ
も
温
か
い
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
上

勝
町
の
気
候
や
文
化
を
体
感
し
な

が
ら
試
行
錯
誤
し
た
１
年
間
、
彼

女
に
と
っ
て
も
「
感
謝
」
を
し
み

じ
み
と
感
じ
る
日
々
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
福
祉
に
か
か
わ
る
業
務

が
主
の
弊
社
で
す
が
、
協
力
隊
と

い
う
立
場
の
吉
武
さ
ん
が
活
動
し

て
く
れ
る
こ
と
で
、
同
じ
分
野
で

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
と
情
報
交

換
、
共
同
企
画
な
ど
横
の
つ
な
が

り
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
町
の
受
託
事
業
で
は

対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
「
定
期
的

な
運
動
機
会
」
の
創
出
に
つ
い
て

も
、
自
ら
の
活
動
と
し
て
始
め
て

く
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
彼
女
自

身
も
上
勝
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
ひ
だ
ま
り

代
表
理
事　

桑
原
波
枝

支
援
事
業
者
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地
域
お
こ
し
協
力
隊  

高
野
　
啓
太

【
上
勝
町
に
お
い
て
、
上
勝
町
の
ブ
ラ
ン
ド

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
等
の
地
域
資
源
を
活

用
し
、
特
産
品
の
持
続
可
能
な
体
制
づ
く

り
と
商
品
開
発
、
い
ろ
ど
り
山
を
活
用
し

た
研
修
の
企
画
・
運
営
、SN

S

に
よ
る
情

報
収
集
・
発
信
等
、（
株
）
い
ろ
ど
り
を
拠

点
と
し
た
農
業
・
産
業
振
興
活
動
】

上
勝
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
た
び
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
高
野

啓
太
（
こ
う
の
け
い
た
）
と
申
し

ま
す
。（
株
）
い
ろ
ど
り
で
活
動

に
携
わ
る
協
力
隊
と
し
て
採
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゆ
こ
う
を

使
っ
た
商
品
開
発
や
S
N
S
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
な
ど
ゆ
こ
う
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

私
は
大
学
2
年
の
頃
、
有
志
を

集
め
、
大
学
祭
で
復
興
支
援
を
目

的
と
し
た
模
擬
店
を
立
ち
上
げ
ま

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
規
着
任
の
挨
拶

「
上
勝
の
ゆ
こ
う
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
上
勝
町
に
移

住
さ
れ
て
き
た
高
野
啓
太
さ
ん
。

私
は
、
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
す
る
な

ら
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て

商
品
を
つ
く
り
、
高
野
さ
ん
自
身

が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
勝
町

の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し

た
。高

野
さ
ん
も
、
そ
の
こ
と
を
理

解
し
て
農
家
さ
ん
や
町
民
の
方
と

一
緒
に
な
っ
て
も
の
づ
く
り
を

し
、
ゆ
こ
う
の
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
こ
う
を
使
っ
た
商
品
開
発
や

S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
の

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
を
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
地
域
の
人
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
そ

れ
が
結
果
と
し
て
地
域
お
こ
し
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

株
式
会
社
い
ろ
ど
り

代
表
取
締
役
社
長　

横
石
知
二

支
援
事
業
者

し
た
。「
南
三
陸
ね
ぎ
」
を
使
っ

た
ね
ぎ
つ
く
ね
を
考
案
し
、
2

日
間
で
約
1
9
0
0
本
販
売
し

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
大
学
卒

業
後
、
IT
企
業
に
勤
め
、
シ
ス

テ
ム
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
上
勝
町
を
知
っ
た
き
っ
か
け

は
、
テ
レ
ビ
の
特
集
で
幻
の
果

実
・
ゆ
こ
う
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
を
見
た
こ
と
で
し
た
。
ゆ
こ
う

を
一
目
み
た
い
と
思
い
、
こ
れ
ま

で
上
勝
町
に
は
、
２
度
足
を
運
び

ま
し
た
。
１
度
目
は
、
友
人
と
と

も
に
観
光
に
、
２
度
目
は
、
香
酸

柑
橘
農
家
さ
ん
に
ゆ
こ
う
の
お
話

を
聞
き
に
上
勝
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
ゆ
こ
う
の
果
汁
を
飲
ん
だ
時

に
酸
味
も
あ
り
つ
つ
、
ま
ろ
や
か

さ
が
あ
り
、
と
て
も
美
味
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
全
国
の
方
々
に
ゆ

こ
う
の
美
味
し
さ
や
魅
力
を
伝
え

て
い
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３月13日、外務省飯倉公館で地方の魅力を世界に発信す
るプロジェクトとして、外務大臣と徳島県知事が共催で

「SDGs 先進県徳島を世界へ発信するレセプション」が実施
され、駐日外交団、駐日外国商工会議所など約230名の参
加者に向けて、徳島県を代表する阿波踊りを披露し、特産
品の地酒や伝統工芸品の PR が行われました。

本町も外務省より招待を受け、ゼロ・ウェイストの紹介
として、RISE&WIN Brewing Co. のクラフトビール、くる
くる工房の雑貨、株式会社いろどりの KINOF、合同会社
RDND の INOW program の紹介のほか、ゼロ・ウェイス
トセンターの活動などについて説明を行いました。

「SDGs先進県徳島を世界へ発信するレセプション」
上勝町のゼロ・ウェイストを PR

（写真左：後藤田徳島県知事、
左から２番目：上川陽子外務大臣、

中央：花本町長、右：BIG EYE COMPANY 大塚氏）
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「
健
康
の
達
人
」に
な
ろ
う

知
っ
て
得
す
る
健
康
情
報 

上
勝
診
療
所 

所
長 

幸
田
朋
也
　

上勝町 電話健康相談（無料） 0120-24-8174

今
回
は「
熱
中
症
」に
つ
い
て
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
だ

ん
だ
ん
気
温
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
５
月
か
ら
９
月
に
熱
中

症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
件
数
が
約
９
万

１
千
件
を
超
え
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ

ば
湿
度
も
高
く
な
っ
て
く
る
６
月
か
ら

急
激
に
増
え
る
の
で
す
が
、
去
年
は

５
月
か
ら
３
千
件
を
超
え
る
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
が
あ
り
ま
し
た
。

【
熱
中
症
と
は
】

熱
中
症
と
は
、
体
温
が
上
昇
し
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
頭
痛
、
嘔
気
、
発
熱
な
ど
の
症
状

を
き
た
し
、
最
悪
の
場
合
に
命
に
か
か

わ
る
病
気
で
す
。
熱
中
症
の
予
防
を
す

る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た

暑
さ
指
数
（
湿
球
黒
色
温
度
W
B
G
T
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
体
と
外

気
と
の
熱
の
や
り
と
り
（
熱
収
支
）
に

着
目
し
た
指
標
で
、
人
体
の
熱
収
支
に

与
え
る
影
響
の
大
き
い 

①
湿
度
②
日

射
・
輻
射
（
ふ
く
し
ゃ
）
な
ど
周
辺
の

熱
環
境
③
気
温
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た

指
標
で
す
。
天
気
予
報
で
も
表
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
浸
透

し
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

W
B
G
T
は
25
以
上
で
警
戒
、
28

以
上
で
厳
重
警
戒
、
31
以
上
で
危
険
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
だ
け
で
な
く
室
内

で
も
温
度
が
上
が
る
と
危
険
で
す
の

で
、
室
内
で
も
温
度
計
な
ど
で
確
認
し

な
が
ら
暑
さ
対
策
を
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

【
熱
中
症
に
な
る
条
件
】

熱
中
症
が
起
り
や
す
い
条
件
と
し

て
、
天
候
面
に
つ
い
て
は
晴
れ
の
日
は

天
気
が
よ
く
、
気
温
が
高
く
、
日
差
し

が
強
い
状
態
で
あ
り
、
雨
の
日
で
は
湿

度
が
高
く
、
さ
ら
に
風
が
弱
い
状
態
が

起
こ
り
や
す
く
、
室
内
で
あ
っ
て
も
閉

め
切
っ
た
室
内
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷

房
装
置
の
な
い
部
屋
も
熱
中
症
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
次
に
体
の
状
態

で
す
が
、
肥
満
の
人
や
高
齢
の
方
、
下

痢
・
二
日
酔
い
な
ど
で
体
の
水
分
が

減
っ
て
い
る
状
態
、
寝
不
足
、
ス
ト
レ

ス
や
か
ぜ
を
ひ
く
な
ど
体
調
が
悪
い
と

き
は
特
に
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
、

ま
た
激
し
い
運
動
や
慣
れ
な
い
運
動
、

水
分
が
取
れ
な
い
状
況
が
持
続
す
る
と

き
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
で

す
。
な
か
で
も
高
齢
者
の
方
で
は
喉
の

渇
き
や
気
温
の
変
化
を
感
じ
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
感
覚
だ
け

に
頼
る
と
思
っ
た
以
上
に
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
よ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

【
予
防
】

予
防
と
し
て
は
、
涼
し
い
恰
好
を
心

掛
け
る
（
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
あ
っ
て

も
昼
に
は
気
温
が
上
が
る
こ
と
が
多
い

の
で
脱
ぎ
着
で
き
る
服
装
で
調
整
す

る
、
自
分
の
感
覚
だ
け
で
な
く
気
温
や

周
り
の
人
の
格
好
な
ど
も
参
考
に
し
て

服
装
を
選
ぶ
）、
暑
い
と
こ
ろ
で
の
長

時
間
の
作
業
を
避
け
る
（
気
温
が
高
い

時
間
は
外
で
の
作
業
を
止
め
、
室
内
で

涼
し
い
状
態
に
し
て
休
む
。
も
う
あ
と

ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
あ
そ
こ
ま
で
や
っ
て

し
ま
お
う
と
思
わ
ず
、
涼
し
く
な
っ
て

か
ら
作
業
を
す
る
）、
水
分
を
し
っ
か

り
こ
ま
め
に
と
る
（
１
時
間
に
コ
ッ
プ

半
分
1
0
0
ml
以
上
飲
む
、
一
度
に
た

く
さ
ん
冷
た
い
物
を
摂
る
と
胃
腸
の
動

き
が
弱
り
食
欲
不
振
や
夏
バ
テ
に
な
り

や
す
い
の
で
こ
ま
め
に
定
期
的
に
と
る

こ
と
が
大
事
）、
直
射
日
光
を
避
け
る

（
帽
子
、
日
傘
な
ど
）、
天
気
の
い
い
日

の
日
中
に
は
外
に
出
る
こ
と
を
避
け

る
、
が
あ
り
ま
す
。

大
量
に
汗
を
か
く
（
シ
ャ
ツ
な
ど
を

着
替
え
る
く
ら
い
汗
を
か
く
）
環
境
で

作
業
し
て
い
る
場
合
は
塩
分
の
摂
取
も

大
事
な
こ
と
で
す
が
、
す
こ
し
汗
ば
む

ぐ
ら
い
で
あ
れ
ば
普
段
の
食
事
が
と
れ

て
い
れ
ば
、
十
分
な
塩
分
を
補
充
で
き

ま
す
。
汗
を
た
く
さ
ん
か
い
た
場
合

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分

と
塩
分
を
一
緒
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

「
飲
む
点
滴
」
と
い
わ
れ
て
い
る
経

口
補
水
液
も
水
分
・
塩
分
の
補
充
に
は

役
立
ち
ま
す
が
「
飲
む
点
滴
」
と
い
わ

れ
て
い
る
と
お
り
、
普
段
と
違
う
状
態

で
あ
る
熱
中
症
の
症
状
が
出
始
め
て
い

る
と
き
や
脱
水
症
状
が
で
て
い
る
と
き

に
と
り
ま
し
ょ
う
。
経
口
補
水
液
は
塩

分
と
糖
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で

普
段
か
ら
毎
日
水
替
わ
り
に
飲
む
と
高

血
圧
や
糖
尿
病
に
注
意
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

頭
痛
や
め
ま
い
、
嘔
気
・
嘔
吐
、
足

が
つ
る
な
ど
の
症
状
が
で
れ
ば
、
涼
し

い
日
陰
な
ど
に
移
動
し
、
水
分
を
取
り

な
が
ら
首
な
ど
氷
な
ど
冷
た
い
も
の
で

冷
や
す
対
処
を
し
ま
し
ょ
う
。
嘔
気
や

嘔
吐
で
水
分
が
取
れ
な
い
と
き
は
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
意
識
が
も

う
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
す
ぐ
に
救

急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
が
な
に
よ
り
重
要
で
す
。
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
の
ど
が
渇
く

前
に
こ
ま
め
に
水
分
を
取
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

 

熱
中
症
に
つ
い
て

No.312
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こ
ん
に
ち
は

で
　す
で
　す

保
健
師

保
健
師

歯歯のの健康相談健康相談
日時 ５月７日（火）/６月４日（火）9時～11時30分
場所 上勝町診療所

お電話にて上勝町診療所へご予約をお願いします。
在宅でのご相談も受け付けます。

☎44-5010　IP 050-3438-7872
お子様の（赤ちゃんからの）お口の相談
●姿勢が悪い●よだれが多い●ごはんをよく食べてくれない
●口呼吸になっている…など、思い当たることはありませんか？
できることがあります。ぜひご相談ください。

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

予約制〈要電話予約〉

「腰が痛い！」「筋力をつけたい！」
「家で運動なんてできない！」

そんな方は

筋トレ + 脳トレまでできちゃう、月１回だけの魅力的
な２時間です。

■ 日　時：５月22日（水）14時～16時
■ 今月の会場：福原ふれあいセンター
■ 講　師：株本泰輔 先生　
■ 参加費：無料　　
■ 持ち物：タオル・飲み物

株ちゃん先生の株ちゃん先生の 貯 筋 教 室 へへ

風しん予防接種費用を助成します
�　妊婦への感染および、子どもの先天性風しん症候群を予防するため、次のとおり風し
んにかかる予防接種費用の一部を助成します。

　 対 象 者
　１　徳島県風しん抗体検査を受け、「抗体価が低い」と判定された方

　徳島県風しん抗体検査の対象者
　（１）妊娠を希望又は予定する女性（妊婦は除く。）
　（２）昭和54年４月２日から平成２年４月１日生まれの男性

　２　妊婦一般健康診査で、風しん抗体価が低い結果であった方
　（注）�抗体価が低いとは、「HI 検査が16倍以下又は EIA 検査で８未満」のことを指します。

　 助 成 額
　麻しん風しん混合（MR）ワクチン接種者………上限 5,000円
　風しん単独ワクチン接種者………………………  上限 3,000円

　 申 請 先
　予防接種をした日から２年以内に役場住民課へ申請してください。

45歳～62歳の男性のみなさまへ　“風しん抗体検査”は、お済みですか？
�　昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性は、過去に公的な風しんの予防接
種を受ける機会がなかったため、他の世代に比べて抗体保有率が低くなっています。その
ため、風しんに感染するリスクが高く、また、家族や周囲の人たちに広げてしまうおそれも
あります。
�　対象の方には、風しんの抗体を調べる検査（血液検査）や予防接種が無料で受けられるクー
ポン券を、令和４年９月にすでにお送りしていますので、ご利用ください。

※ クーポン有効期限　令和７年３月３１日

骨髄等移植ドナーを支援します！
�　上勝町では、骨髄または末梢血幹細胞の移植のための通院、入院などに伴う経済的な負担の軽減を図り、
骨髄等の提供を推進することを目的に、公益財団法人日本骨髄バンクを介して骨髄等を提供した骨髄移植ド
ナーおよび、ドナーが勤務する事業所に対して助成を行います。

　 助 成 額
　ドナー……１日につき２万円　※１人１回の提供に対し７日間を限度とします。
　事業所……骨髄等を提供した方１人につき５万円

　【詳しくは、役場住民課までお問い合わせください。☎46-0111　IP 050-3438-8071】
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ゴミステーションの中間処理業務について、令和６年４月からゼロ・ウェイスト
センターの指定管理者である㈱ BIG EYE COMPANY が受託しています。

新体制でスタッフ一同、誠心誠意業務に取り組んでまいりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

①持ち込みできないもの
□食品（未開封も含む）
□液体などの開封済の消耗品
□汚れているもの
□供養が必要な人形類や装飾品
□特定家電（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）
②持ち込み時の注意点
　持ち込む前に、衣類のポケットやタンスなど家具の中に
貴重品（現金など）や物品が入っていないか、よくご確認く
ださい。

（持ち主が分からない場合は適正に処分させていただきます。）
③ゴミステーションに出しているけど、まだ使えるもの
できるだけ次の使いたい人に繋いでいくため、スタッフの判
断でくるくるショップに置かせてもらう場合があります。どう
しても処分したいものについてはスタッフにお声がけください。

ゴミステーションの運営体制が変わりました！ゴミステーションの運営体制が変わりました！

くるくるショップ持ち込みルールについてくるくるショップ持ち込みルールについて

お問い合わせ　 ■企画環境課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071
　　　　　　　 ■ゼロ・ウェイストセンター  ☎ 070-2616-9012　 ■ゴミステーション　☎ 050-3438-8110

ポイント付与は「ゴミステーション」で行います。

毎月８名の方に「ちりつもポイント300Ｐ」をプレゼント！今月の当選番号は！！
ちりつもポイントキャンペーン当選者

30・75・77・92・124・130・167・184

写真左から、
徳
とくしげ

重　尚
ひさし

（新入社員）
木
き さ ぬ き

佐貫　拓
た く ま

眞（新入社員）
大塚　桃奈
古
ふるみち

路　保
やすとも

友（新入社員）
田村　浩樹
田中　達也（代表）
とパートスタッフ７名で
運営します。

くるくるショップ
には持ち込みでき
ないけど、町内情
報 共 有 ラ イ ン グ
ル ー プ の「 上 勝
ネットワーク」で
呼びかければ欲し
い人が現れるかも
しれないわよ♪
ライングループに
入りたい場合は企
画環境課かグルー
プに入っている方
に声かけしてね！
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５月 担当医表
上勝町診療所
医科受付 ８時30分～11時30分 /14時～16時30分　☎️ 44-5010 
　　　　　水曜日午後 /15時～16時30分　　　　　　IP 050-3438-7872
歯科受付 ８時30分～11時30分 /13時～16時30分　 44-5011

医 科
午  後

午  前

幸　田 幸　田
樫　原

診
検

樫　原
幸　田

診
検

樫　原
幸　田

樫　原

診
検

樫　原
幸　田

樫　原

診
検

樫　原
幸　田

樫　原
住　吉

住　吉

住　吉

幸　田

住　吉

休　診

幸　田

幸　田

13時～15時休診

山　本

山　本

幸　田
13時～15時休診

山　本

13時～15時休診

山　本
13時～15時休診

山　本
13時～15時休診

憲法記念日

振替休日

幸　田

幸　田

幸　田幸　田

幸　田

幸　田

※外来担当医は急患等により変更になることがあります。ご了承ください。

発熱などがある場合の受診について（発熱外来）
　発熱や咳など風邪症状がみられる場合の受診は、他の患者さまと接触しないよう、診察時間
を次のとおり設定していますので、ご理解・ご協力をお願いします。
　○発熱外来診察時間 … 月曜日～金曜日　各日11時～12時

※上記の診察時間外でも可能な限り対応しますので、まずはお電話をお願いします。

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

医 科

医 科

医 科

医 科

１ 2 3
月 火 水 木 金

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 ３０ ３１

山　本

山　本 憲法記念日

幸　田

幸　田

幸　田

幸　田

山　本

山　本

山　本

午       後

午       後

午       後

午       後

午       後

水 木 金
1 2 3

8 9 10

15 16 17

22

29 30 31

23 24

医 科
午  後

午  前

幸　田 幸　田
樫　原

診
検

樫　原
幸　田

診
検

樫　原
幸　田

樫　原

診
検

樫　原
幸　田

樫　原

診
検

樫　原
幸　田

樫　原
住　吉

住　吉

住　吉

幸　田

住　吉

休　診

幸　田

幸　田

13時～15時休診

山　本

山　本

幸　田
13時～15時休診

山　本

13時～15時休診

山　本
13時～15時休診

山　本
13時～15時休診

憲法記念日

振替休日

幸　田

幸　田

幸　田幸　田

幸　田

幸　田

※外来担当医は急患等により変更になることがあります。ご了承ください。

発熱などがある場合の受診について（発熱外来）
　発熱や咳など風邪症状がみられる場合の受診は、他の患者さまと接触しないよう、診察時間
を次のとおり設定していますので、ご理解・ご協力をお願いします。
　○発熱外来診察時間 … 月曜日～金曜日　各日11時～12時

※上記の診察時間外でも可能な限り対応しますので、まずはお電話をお願いします。

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

午  後

午  前

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

医 科

医 科

医 科

医 科

１ 2 3
月 火 水 木 金

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 ３０ ３１

山　本

山　本 憲法記念日

幸　田

幸　田

幸　田

幸　田

山　本

山　本

山　本

午       後

午       後

午       後

午       後

午       後

水 木 金
1 2 3

8 9 10

15 16 17

22

29 30 31

23 24

福原診療所
医科受付・診療　13時～14時30分

☎️ 46-0302
IP 050-3438-8001
 46-0302

今 月 の 納 税

５月16日（木）13時30分～16時30分
コミュニティセンター

人権・行政・厚生・福祉・家庭内や近隣と
の悩み事などなんでもお気軽にご相談くだ
さい。心配ごと相談の日以外のご相談は上
勝町社会福祉協議会まで。

☎46–0919  IP 050–3438–7660

心 配 ご と 相 談

相談時間：９時～16時
休館日：土日、祝日、年末年始

小松島市消費生活センター
☎0885–38–6880（FAX 兼用）

小松島市横須町１番１号 小松島市役所本庁舎内

消 費 生 活 相 談

（廃タイヤ・廃消化器・特定家電）
月～金　7時30分～14時
土・日　7時30分～15時30分
ゼロ・ウェイストセンター
○廃タイヤ…1kg までごとに100円
○廃消化器（20型以下）
　　　　…リサイクルマーク有→無料
　　　　　　　　　　　　　無→550円
○特定家電（テレビ・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機・冷蔵庫）
　　　　…リサイクル料金と運搬手数料

IP 050－3438－8110

有 料 ご み の 回 収

一般・特定・障がい児者
相談支援事業こなん

☎0884–42–0999
障がい児者の支援、相談を受け付けていま
す。障がい者手帳の取得、補装具、住宅改修、
障がい福祉サービス等どんなことでもお手
伝いいたします。お気軽にお電話ください。

障がい児者生活支援相談

開催日時  毎週火曜日
19時～21時

※短時間の受講も可能です。

　　場　所：高鉾公民館
　　受講料：無料

【お問い合わせ】  教育委員会
 ☎ 45–0111  IP 050–3438–7311

英会話教室 受講料無料

固定資産税　 1 期分
納期限　令和６年５月 31日（金）
督促状の出るもの
軽自動車税　全期分
納期限は４月 30 日（火）でしたが、まだ未
納の方が見受けられます。未納者には、５
月 20日（月）に督促状を送付します。早急
に納めてください。

案 内 板
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後期高齢者医療の被保険者の方へ後期高齢者医療の被保険者の方へ
令和令和６６年年６６月月１１日日から入院時の食事代が変わりますから入院時の食事代が変わります

※�低所得Ⅱの方で「90日を超える入院」は、事前に認定申請をして長期入院該当の認定を受けてい
ないと適用されません。

※保険医療機関の施設基準等により、(   ) 内の場合もあります。

〇入院した時の食事代（１食あたり）

〇療養病床に入院した時の食事代（１食あたり）

所得区分 令和６年
５月31日まで

令和６年
６月１日から

① 一般・現役並み所得者 460円 490円

② ③④のいずれにも該当しない
指定難病患者 260円 280円

③ 低所得Ⅱ
90日以内の入院

（過去12か月の入院日数） 210円 230円

90日を超える入院
（過去12か月の入院日数）※ 160円 180円

④ 低所得Ⅰ 100円 110円

所得区分 令和６年
５月31日まで

令和６年
６月１日から

一般・現役並み所得者 460円※
（420円）

490円※
（450円）

低所得Ⅱ 210円 230円
低所得Ⅰ 130円 140円

低所得Ⅰ（老齢福祉年金受給者） 100円 110円

お問い合わせ先
・徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
　徳島市川内町平石若松78番地１　☎︎088-677-3666
・上勝町役場　住民課　☎︎0885-46-0111

法務省・人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、人
権擁護委員制度の周知徹底と人権思想の普及高揚を図ることを目的として各種啓発活動
に取り組んでいます。

本年度も、この日にあわせ「全国一斉特設相談所」を開設します。
相談は無料で、秘密は堅く守られますのでお気軽にご相談ください。

日　時  ６月１日（土）　13時30分～15時00分
場　所  コミュニティーセンター

【お問い合わせ】　住民課　☎ 46-0111  IP 050-3438-8071

「人権擁護委員の日」 特設相談所の開設について「人権擁護委員の日」 特設相談所の開設について



27 2024.5  広報かみかつ

令和５年度住民税均等割のみ課税されている世帯主の方へ
給付金（10 万円）の申請はお済みですか？
物価高の影響を受ける低所得世帯の方々への国の支援策が拡大され、令和５年度住民税均等割のみ

課税されている世帯に１世帯あたり10万円の現金を支給しています。

支給額　１世帯あたり10万円（受給できるのは１回のみ。）

支給対象と申請の手続き
１　対象世帯

令和５年12月１日（基準日）に上勝町に住民票があり、令和５年度住民税均等割
のみ課税されている世帯

ただし、「世帯全員が住民税課税者から扶養されている世帯」は対象外です。
※�住民税が均等割のみ課税されている世帯とは、令和５年度住民税均等割のみ課税されている人だけ

で構成されている世帯、もしくは均等割のみ課税されている人と非課税者で構成されている世帯を
いいます。

２　申請方法等
対象者には、支給要件確認書、もしくは申請書をお送りしています。必要事項を記入し、添付書類

を添えて、役場住民課または支所にご提出ください。
支給対象世帯にもかかわらず、「確認書」「申請書」が届かない場合は、住民課までお問い合わせく

ださい。

３　提出期限
令和６年５月20日

【注意事項等】
①�　この給付金は、「物価高騰対策給付金に係る差押禁止等に関する法律」により、所得税等の課税

及び差し押さえの対象とはなりません。
②　詐欺に注意してください。
　�　物価高騰対応重点支援給付金等に関する「振り込め詐欺」や、「個人情報の詐欺」にご注意くだ

さい。ATM（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、給付のための手数料などの振り込みを
求めることは絶対にありません。
�　もし不審な電話がかかってきた場合には、すぐに最寄りの警察署または上勝町住民課にご連絡く
ださい。

③　令和６年度新たに住民税非課税世帯等となる世帯への給付
�　令和６年度新たに住民税非課税又は均等割のみ課税となる世帯（令和５年度住民税非課税世帯等
給付の対象となった世帯を除く。）に対する１世帯あたり10万円の給付は、６月下旬頃対象となる
世帯に通知等させていただく予定です。

住民税非課税世帯等への給付金（３万円、７万円）の対象世帯は、該当しません。

お問い合わせ
上勝町住民課　NTT 電話 0885-46-0111　IP 電話 050-3438-8071
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令和６年度税制改正により、賃金上昇が物価高騰に追いついていない国民の負担を緩和するため、
デフレ脱却の一時的な措置として、令和６年度分の個人住民税において、定額減税が実施されること
になりました。

定額減税の対象となる方
令和６年度の個人住民税に係る合計所得金額が1,805万円以下の納税者

（給与収入のみの方の場合は給与収入2,000万円以下の納税者）
※ただし、以下に該当する方は対象外となります。
　・個人住民税が非課税の方
　・個人住民税均等割・森林環境税（国税）のみの課税者の方

 定額減税額
次の金額の合計額です。ただし、その合計額が個人住民税の所得割を超える場合は、 所得割の額を

限度とします。
　１．納税者本人：１万円
　２．控除対象配偶者または扶養親族（国外居住者を除く）：１人につき１万円

 定額減税の実施方法
１．給与特別徴収（給与天引き）の方
　　�令和６年６月分は徴収せず、定額減税後の税額を令和６年７月から翌年５月までの11分割で

給与天引きを行います。
　　※定額減税の対象とならない方は通常どおりの徴収方法となります。
２．普通徴収（納付書や口座振替）の方
　　�第１期分の税額から控除し、控除しきれない場合は第２期分以降の税額から順次控除を行いま

す。
３．年金特別徴収（年金天引き）の方
　　�令和６年10月支払分の年金より年金天引きされる税額から控除し、控除しきれない場合は12

月支払分以降の税額から順次控除を行います。

 注意事項
１．�控除対象配偶者を除く同一生計配偶者（国外居住者を除く）は、令和７年度分の所得割額から、

１万円を控除します。
２．定額減税の特別控除は、他の税額控除の額を控除した後の所得割額に適用します。
３．�ふるさと納税の特例控除額の控除上限額を計算する際に用いる所得割額は、定額減税の特別控

除が適用される前（調整控除後）の額となります。
４．�公的年金等に係る所得に係る仮特別徴収税額（令和７年４月～８月徴収分）の算定基礎となる

令和６年度所得割額は、定額減税前の所得割額となります。
５．�定額減税額のうち、定額減税しきれない場合は別途給付金が支給されます。詳しくは後日掲載

します。
６．�所得税の定額減税については、国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」をご覧ください。

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）

令和６年度個人住民税の定額減税について
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森林環境税とは
森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、令和６年度から国内に住所を有する

個人に対して課税される国税です。町県民税（個人住民税）均等割の枠組を用いて、１人年額
1,000円を市町村が賦課徴収することとされ、その税収は全額が森林環境譲与税として都道府
県・市区町村へ譲与される仕組となっています。

令和６年度以降の町県民税均等割および森林環境税について 
町県民税の均等割は、東日本大震災復興法に基づき、平成26年度からの10年間、臨時的に

１人年額1,000円が引き上げられ、賦課徴収されておりました。この臨時的措置が終了し、令
和６年度から新たに森林環境税が導入されます。

令和６年度から森林環境税の課税が始まります令和６年度から森林環境税の課税が始まります

令和５年度まで 令和６年度から
森林環境税（国税） ー 1,000 円

町県民税
均 等 割

町民税 3,500 円 3,000 円
県民税 1,500 円 1,000 円

計 5,000 円 5,000 円

税金は納期限までに納めましょう。

●地方税共通納税システムでの納付方法について
町県民税（普通徴収）、国民健康保険税、軽自動車税（種別割）、固定資産税の現金納付の方は、納

付書表面に eL-QR（QR コード）が印字されます。パソコンやスマートフォンで「地方税お支払サイト」
にアクセスし、納付書に印字された QR コードをカメラで読み込むか、eL（エル）番号を入力して納付
手続きを行います。クレジットカード、インターネットバンキング、ダイレクト方式（口座振替）、ペ
イジー番号発行で納付ができます。手続き方法などの詳細は地方税お支払サイトでご確認ください。
地方税お支払サイト URL https://www.payment.eltax.lta.go.jp/
●スマートフォン決済アプリ

地方税共同機構が指定するスマートフォン決済アプリで納付する場合は、対象のスマートフォン決
済アプリで、納付書に印字された QR コードを読み込み、納付手続きを行います。利用できるスマー
トフォンアプリは地方税お支払サイトでご確認ください。
●金融機関での納付について

納付書に eL-QR（QR コード）が印字されている場合、全国の eL-QR 対応金融機関で納付が可能とな
ります。対応金融機関については地方税共同機構＞共通納税＞共通納税対応金融機関でご確認ください。
　※クレジットカード及びスマートフォン決済アプリによっては、手数料がかかる場合があります。

【お問い合わせ】税務課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071

令和６年度   納税のご案内令和６年度   納税のご案内
●町税納期限（口座振替）表

納期限

税目

6年
4月
30日

5月
31日

7月
1日

7月
31日

9月
2日

9月
30日

10月
31日

12月
2日

12月
25日

7年
1月
31日

2月
28日

軽自動車
税種別割 全期

固定資産税 全期
第1期 第2期 第3期

町県民税 第1期 第2期 第3期
国民健康
保険税 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第８期
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〜「子どもの遊び場」について一緒に考えてみませんか？〜

上勝町では、国内外の新たな社会風潮となっている「持続可能な開発目標（SDGs）」を町の施策や
総合計画に盛り込み、より良いまちづくりが行えるように取り組んでおります。

前年度は、子育て世代に焦点を当てて課題を調べ、それを解決することで将来的にどのような効果
が生まれるかということを委員全員で考えました。以前からあった町民の声やワークショップ等で出
た意見から「子どもの遊び場づくり」にテーマを絞って検討を進めてきたこともあり、今年度は、引
き続き SDGs の専門家にご意見をいただきながら、どのような遊び場であれば人が集まる空間になる
か、そのコンセプトづくりを中心に、より具体的な子どもの遊び場づくりの構想、実現に向けた取り
組みを行う場にできればと考えております。

町民の皆様と一緒に2030年における「上勝町のありたい姿＝上勝町共有ビジョン」の実現に向け
て、令和６年度上勝町 SDGs 推進委員を募集しますので、ご応募いただきますようよろしくお願いい
たします。

SDGs 推進委員の募集内容について
・募集人数　８名程度
・申込期日　令和６年５月20日（月）
・申 込 先　�企画環境課　☎46－0111　IP050－3438－8071
・活動内容　「上勝町 SDGs 推進委員会」を年６回程度開催
・任 期　令和６年５月21日～令和７年３月31日
・委員報酬　5,000円／日（委員会開催日）

令和６年度令和６年度  「上勝町SDGs推進委員会」委員募集!!「上勝町SDGs推進委員会」委員募集!!

【お問い合わせ】企画環境課　☎46-0111　【お問い合わせ】企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071IP 050-3438-8071

愛玩鳥、山羊、いのしし等の家畜を少数飼育している方
（小規模飼育者） へのお知らせ

家畜伝染病発生予防のためには、家畜所有者の方々に日頃から適切に飼育衛生管理をしてい
ただくことが大切です。

家畜伝染病予防法により、対象となる家畜を１頭羽でも飼育する全ての所有者には家畜飼育
衛生管理基準の遵守が求められるとともに、毎年１回、２月１日時点の飼育頭羽数を定期報告
することが義務づけられています。

報告対象者は次の家畜所有者をいいます。

「牛・水牛・馬・鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし・鶏・あひる・うずら・きじ・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥」
 ※畜産業を営む飼育者は、家畜保健衛生所が別途対応することになります。

◯報 告 期 日　 令和６年６月14日（木）
○提　出　先　 産業課　・報告用紙は産業課に備え付けてあります。

【お問い合わせ】　産業課 ☎46-0111　IP050-3438-8071
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徳島県企業局ダム水源地サポート事業
徳島県企業局は、水力発電事業に係る県営発電所またはダム（以下「県
営発電所等」という。）が所在する町及びその水源地域において、地域の
活力や魅力づくり等を推進する活動及び環境保全に向けた活動を支援し
ています。

補助対象者
（１）県営発電所等が所在する町及びその水源地域を有する町
勝浦町、上勝町、那賀町、美波町
（２）上記の町で活動する　①法人（第３セクター、民間企業、特定非営利活動法人等）

　　②任意団体（ボランティア団体等）
　 ③小、中学校等

※ただし、該当地域の町役場の協賛、後援等の支援が得られることが条件です。

補助対象事業
　ソフト事業に限ることとし、県営発電所等が所在する町及びその水源地域（美波町につ
いては赤松地区に限る）で実施される、次に掲げる事業です。

Ⅰ型（１）��水源地域におけるイベント等の実施により、地域の活性化及びインバウンド
の推進を図る事業

Ⅱ型（１）ダム及び河川の保全に寄与する事業
　　　（２）�自然エネルギー及び環境保全学習を通して、次世代を担う人材育成を推進す

る環境教育事業

補助金額
　補助対象経費から寄付金その他の収入額を控除した額です。ただし、Ⅰ型については80
万円を、Ⅱ型については50万円を限度とし、1,000円未満の端数は切り捨てます。

提出について
　提出期限　Ⅰ型・Ⅱ型５月７日（火）
※上勝町で事業を実施される団体は、期限までに、企画環境課にご提出ください。

【お問い合わせ】企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

企業局すだちくん

令和６年度令和６年度  「上勝町SDGs推進委員会」委員募集!!「上勝町SDGs推進委員会」委員募集!!「上勝町への意見箱」 「上勝町への意見箱」 を設置しましたを設置しました

意見箱意見箱
設置場所設置場所

令和５年度に実施しました町政座談会におきまして、住民のみなさ
まからご要望のありました「上勝町への意見箱」を役場本庁（玄関）
と支所 ･ 教育委員会（玄関）の２か所に設置させていただきました。
「上勝町への意見箱」に寄せられたご要望・ご提言等については、町

の施策を推進、運営していくうえで、参考にさせていただきますので、
ご意見をお寄せください。

支所 ･ 教育委員会（玄関）役場本庁（玄関）
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上勝町老朽危険空き家等除却支援事業のご案内上勝町老朽危険空き家等除却支援事業のご案内
　地震時等に倒壊等により道路を閉塞するおそれのある、老朽
化した危険な空き家の除却を行う場合に、除却工事費の一部を
補助します。
○対象要件（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．町内の住宅で、現に住宅の用に供されていないもの
２．�構造一般の程度、構造の腐朽又は破損の程度等を不良度判
定基準に基づき、点数が100点以上になるもの（判定は空
き家判定士が行う）

３．�倒壊すれば接面（前面）道路を閉塞し、避難・救助活動に支障をきたす恐れがあるもの
（図１参照）

○対象者（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．�建物または土地の所有者等（相続人を含む。建物と土地の所有者が異なる場合は、双方の
同意書が必要です。）

２．町税の滞納がない方
　※建物または土地に共有者がいる場合は、原則としてそれら全員の同意が必要です。
○対象となる工事（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．建設業法による許可または建設リサイクル法による登録を受けた県内の業者が請け負うこ
と
２．補助金の交付決定後に行われること
３．他の制度による補助を受けていないこと
４．補助対象住宅の全てを除却すること
５．補助対象住宅の建替えを目的とした工事でないこと
　※家財建具、浄化槽、植木等の処分費は対象としません。
○補 助 金　除却費用の４／５以内で最高80万円まで
○募集戸数　２戸
○注意事項　�建物を除却することにより、翌年度より土地にかかる固定資産税が増加になる場

合があります。
○募集期間　令和６年12月20日（金）まで
　　※�交付決定後に除却工事に着手し、令和７年２月14日（金）までに工事を完了し、町へ完

了実績報告書が提出できること（募集件数になり次第、受付を終了します。）
○申 込 み　関係書類及び詳細等につきましては、建設課へお問い合わせください。
　　　　　　☎︎46-0111　IP 050-3438-8071

空家の敷地道

45°

境 界

図１

上勝町地域集会所修繕工事補助金について上勝町地域集会所修繕工事補助金について
各集落等の話し合いの場であり、集落活性の拠点となっている地域の集会所を修繕する場合に平

成19年度から補助金を交付しております。老朽化し、大規模修繕の必要がある集会所については下
記を参考に補助金申請してください。

１補助対象経費（原材料費＋大工賃）の２/３
２補助金の上限30万円
３補助金の利用制限５年経過後に再度利用可能
現在利用されている集会所が補助金の対象になるかなど、詳しくは総務課までお問い合わせくだ

さい。【お問い合わせ】総務課 ☎46-0111 IP 050-3438-8071
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【お問い合わせ先】　
  ■上勝町役場 企画環境課：栗林・村田・安田（専任集落支援員）
  ☎：0885-46-0111

【県相談先】
  ■徳島県住宅供給公社内「とくしま回帰」住宅対策総合支援センター
  徳島市川内町平石住吉209-５　徳島健康科学総合センター３階320号室
  ☎：088-666-3124（ご相談受付：平日９:00～17:00）

などと、悩まれている方は多いのではないでしょうか？
このまま住まなくなってしまえば、どんどん家は傷んでいきます。維持管理が出来ない空き家

は、倒壊の恐れや防犯上も危険です。
活用できる空き家については、所有者等の方に対し上勝町空き家バンクへの登録を推進し、「田

舎で暮らしたい・古民家に住みたい」と希望する方へ紹介し、賃貸または売買契約により移住定
住、地域へと繋げ、地域の活性化・集落の維持、魅力的な地域づくりに役立てさせていただきた
いと思います。現在、役場に寄せられる移住相談の大半が『住まい』についてですが、ご紹介で
きる物件が不足しており、『住まい』の確保が課題になっています。所有者の方々、地域の皆さん、
空き家登録にご協力よろしくお願いします。
★空き家登録を希望される方は、役場企画環境課までご連絡ください。
※空き家整理費と改修補助金があります。詳細は P35をご覧ください。

契約までの流れとしましては、空き家に住みたいと希望する方に空き家登録された物件を紹介
し、契約希望があった場合は所有者の方をはじめ、総代及び地域の皆さまと顔合わせをしっかり
行ったうえで本契約へと繋げていきます。また、物件の賃貸・売買契約における仲介業務は、所
有者等の希望により、「とくしま回帰」住宅対策総合支援センターへ空き家コーディネーターの派
遣を依頼し、適切で安心安全な契約になるよう支援します。相談対応から空き家バンク登録、紹
介、契約まで一貫したサポート体制に努めます。

また、町では所有者様から空き家を約13年間借り上げ、耐震補強や住宅性能向上を基本とした
改修を行い、上勝町移住定住促進空き家活用住宅（町営住宅）として活用する事業を実施してい
ます。その場合も町へ空き家バンク登録が必要ですので希望がある方は、まず登録をお願いしま
す。折り返しご連絡させていただきます。

その他、登記や相続問題等の専門的な相談については「とくしま回帰」住宅対策総合支援セン
ターで弁護士や建築士等が無料で空き家専門相談会を実施しています。（予約制※電話による相談
も可能です）お気軽にご相談ください。

～空き家登録しませんか？〜

「リフォームしないと使用できそうにないわ」
「遠方に住んでいるから管理が難しいわ」
「今後どうすればいいか分からないわ」
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上 勝 町 ス ポーツ 協 会 主 催
第56回彩杯グラウンドゴルフ大会 ピックルボール体験会

日　時　５月 18日（土）13時開始
予備日　５月 19日（日）
場　所　福川グラウンド
要　項　�○１チーム３名

○�町内在住者、町内事業所へ勤務する者
もしくは上勝町スポーツ協会が設ける
部の部員。

○�小学校３年生以上。子どもが参加され
る時は３名の内１名は保護者もしくは
大人の方とチームを組むことが条件と
なります。

○�大会中の事故などについては主催者で
は一切責任を負いません。

注意事項
 １チームの人数が３名となっておりますのでお間
違えのないようにお願いします。２チーム１組で
各ホールを競技し、相互に得点を付けるようにな
りますのでご協力よろしくお願いします。
参加お申し込み
５月 15日（水）（必着）までにチームの名簿を教
育委員会まで提出してください。

日　時　６月９日（日）13時 30分開始
場　所　傍示社会体育館
内　容　�ピックルボールは、テニス、卓球、バ

ドミントンの要素を組み合わせた特徴
があり、幅広い世代の人々に受け入れ
られています。プラスチック製のボー
ルを使い、パドルで打ち合うスポーツ
で、老若男女が楽しめる生涯スポーツ
として愛好者が増えています。コート
はバドミントンとほぼ同じ大きさで、
センターネットを挟んでボールを打ち
合います。

要　項　�町内在住者、町内事業所へ勤務する者
もしくは上勝町スポーツ協会が設ける
部の部員。

持ち物　体育館シューズ
参加お申し込み
５月 30日（木）（必着）までに、名簿を教育委
員会まで提出してください。

※�日程等については、変更する場合があります。参加申込方法や大会要項等については、各大会
前の広報等でお知らせしますので、お誘い合わせの上ご参加ください。
　なお、申込締切日以降の受付はできませんので、お早めにお申し込みをお願いします。

令和６年度 上勝町スポーツ協会主催事業予定 ６月以降
●ニュースポーツ体験会(ピックルボール)
期日　６月９日（日）
場所　傍示社会体育館

期日　８月１日（木）～２日（金）
場所　上勝中学校体育館

期日　10月20日（日）
場所　福原農村公園

期日　12月１日（日）
場所　傍示社会体育館

期日　６月23日（日）
場所　上勝小学校体育館

期日　9月28日（土）予備日10月5日（土）
場所　福川グラウンド

期日　11月10日（日）
場所　上勝小学校体育館

期日　秋期予定
場所　福川グラウンド

期日　２月中旬
場所　未　定

●ベースボール５大会

●第５7回彩杯グラウンドゴルフ大会

●各種団体別ソフトバレーボール大会

●ランニング教室、記録会

●研修会

●地区対抗６人制ソフトバレーボール大会

●テニス大会

●バドミントン大会

お問い合わせ先：�教育委員会 ☎45‒0111　IP050-3438-7311
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新 着 図 書 の 紹 介新 着 図 書 の 紹 介
＼新しく購入した本を紹介します！／＼新しく購入した本を紹介します！／

役場支所の教養娯楽室に貸出用図書がございますので、皆様お気軽にお立ち寄りください。（平
日の８時30分から17時の間、会議等で教養娯楽室を使用していない時間のみ貸出できます。）

タイトル
あまからカルテット タクシードライバーぐるぐる日記

とわの庭 14 歳の世渡り術
嫌いな教科を好きになる方法、教えてください！

さんかく ぼけますから、よろしくお願いします。
- おかえりお母さん

うちの子が結婚しないので きつねのでんわボックス
夫のカノジョ 82 年生まれ、キム・ジヨン
もう別れてもいいですか medium 霊媒探偵城塚翡翠
あなたの人生片づけます カレンの台所
あなたのゼイ肉落とします あやうく一生懸命生きるところだった
竜巻ガール BLUENO
うちの父が運転をやめません 夜に駆ける -YOASOBI 小説集
七十歳死亡法案可決 世界のかわいい村と街
あきらめません 中をそうぞうしてみよ
結婚相手は抽選で サメ映画大全
後悔病棟 その可能性はすでに考えた
代理母、はじめました ぼうはんクイズ
四十歳未婚出産 なんとかしなくちゃ
放課後 嫌いなら呼ぶなよ
宿命 爆弾
手紙 愛するよりも愛されたい

麒麟の翼 あかちゃんといっしょ０・１・２
どんないろがすき

分身 赤ちゃん版ノンタン
ノンタンはみがき　はーみー

歪笑小説 おしいれのぼうけん
絵本・ぼくたちこどもだ

マスカレード・ホテル 11 ぴきのねこ　どろんこ
大人は泣かないと思っていた 11 ぴきのねことへんなねこ
正しい愛と理想の息子 11 ぴきのねことぶた
みちづれはいても、ひとり 新！店長がバカすぎて
ビオレタ 胎内記憶図鑑

夜が暗いとはかぎらない 世界は思考で変えられる
自閉症の僕が見つけた｢ いつもの景色｣ が輝く43 の視点

わたしの良い子 飛びはねる思考
会話のできない自閉症のほか考えていること

希望のゆくえ 幸せメンタルをつくる 100 チャレンジ
メーター検針テゲテゲ日記 懐かしくて素敵！心惹かれる昭和の暮らし

本のリクエストも随時募集中です。お気軽に教育委員会へご連絡ください。
【お問い合わせ】教育委員会　☎45-0111　IP 050-3438-7311
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国から住民へ地震・津波や武力攻撃等の緊急情報を伝達する J アラート（全国瞬時警報システ
ム）の全国一斉情報伝達試験（内閣府）が実施されます。

これに伴い、上勝町でも防災行政無線（屋外スピーカー）を通じて試験放送が流れます。

～全国一斉情報伝達試験（内閣府）～

訓練日時　令和６年５月22日（水）午前11時ごろに実施します。
放送内容　「これは、J アラートのテストです。」　（３回くりかえし）
　　　　　※�町内に設置してある防災無線から、一斉に放送されます。

【注意事項】
当日の災害発生状況、気象状況により中止になる場合はあります。
実際の災害等とお間違えのないようにご注意ください。

【お問い合わせ】総務課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

・弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到着する可能性があります。
・�弾道ミサイルが着弾した場合、激しい爆風や破片などにより、身体へ大きな被害を受ける可能

性があります。
・�弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合は、J アラートを通じて屋外スピーカーや携

帯電話の緊急速報メール等によりメッセージを流します。

メッセージが流れたら直ちに以下の行動をとってください
弾道ミサイルが上空を通過した場合など避難行動をとる必要がなくなった場合は、避難の呼びかけを解除します。

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します
５月22日（水）

弾道ミサイル弾道ミサイル飛来時の行動について飛来時の行動について

爆風や破片などを避けて、近くの建物または地下へ
避難しましょう。もしも、近くに建物がない場合は、
物陰に身を隠すまたは地面に伏せて頭部を守りま
しょう。

緊急一時避難施設※をはじめ、コンクリート造り等
の頑丈な建物や地下街、地下駅舎等の地下施設へ避
難することが望ましいですが、それ以外でも構いま
せん。

※�緊急一時避難施設：弾道ミサイル攻撃による爆風等
からの直接の被害を軽減するための一時的な避難に
活用する観点から都道府県知事等が指定する施設。

爆風で割れた窓ガラスなどを避け
て、その場で安全を確保し、窓か
ら離れるまたは窓がない部屋へ移
動しましょう。

詳しくは、内閣官房国民保護ポー
タルサイトでご確認いただけま
す。インターネッ
トで「国民保護」
と検索するか、下
記の２次元コード
を読み取ってくだ
さい。

屋外 屋内
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学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか？
　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。
　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、
保険料に納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

●対象となる学生
　大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学
校・専修学校および各種学校（知事の認可を受け
ている学校で修業年限が１年以上である課程）に
在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の
所得が128万円以下であるとき。

●手続き
　在学証明（原本）または学生証の写し、個人番
号カードもしくは基礎年金番号通知書（年金手帳）
をお持ちになり、住民課窓口、徳島南年金事務所、
郵送で申請してください。（毎年申請が必要です。）
申請時点の２年１ヶ月前の月分まで遡ることがで
きますが、申請が遅れると、万一の際に障害年金
が受け取れない場合がありますので、すみやかに
申請してください。

●承認を受けた期間
　学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮
の事故にあった場合には、障害基礎年金または遺
族基礎年金を受けることができます。また、学生
納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に
算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映
されません。

●保険料の追納制度
　承認された期間については、保険料を全額納付
したときに比べ、受け取る年金額が少なくなりま
す。このため、これらの期間は10年以内であれば、
あとから保険料を納付することができる「追納制
度」があります。なお、保険料の免除若しくは納
付猶予を受けた期間の翌年度から起算して３年度
目以降に保険料を追納する場合には、承認を受け
た当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定める
額が加算されます。

【お問い合わせ】住民課　☎ 46–0111／徳島南年金事務所　☎ 088-652-1511

狂犬病予防注射と犬の登録について狂犬病予防注射と犬の登録について
5月19日（日）に狂犬病予防注射と犬の登録の補正を行います。
■登録料（新規登録犬のみ）3,000円
■注射料3,300円（生後91日以上の犬が対象です。）
■予診票
5月初旬に注射予診票をお送りいたしますので、記入のうえご持参ください。
※注射状況によっては、予定時間と多少前後することがありますので、ご了承ください。

時間 巡回場所
13時00分～13時05分 福川 田村商店様横
13時10分～13時15分 藤川 役場支所裏
13時20分～13時25分 傍示 針木様宅前三つ角
13時35分～13時40分 福原 コミュニティセンター前駐車場
13時45分～13時50分 旭 堂平橋（集落センターへの橋前）

【お問い合わせ】住民課　☎ 46–0111
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高齢者教室のご案内高齢者教室のご案内第１回

☆と　き　５月２９日（水）　午前 10 時～午後３時
☆ところ　コミュニティセンター
☆内　容　１０：１０　開講式
　　　　　１０：３０　記念講演『元気でほがらかに生活するために』
　　　　　　　　　　　講師 : 上勝町診療所長　幸田 朋也さん
☆�送迎バス（福祉バス）は、八重地を８時30分に出発し、福川を９時20分に出発しますのでご利

用ください。
☆�高齢者教室は、年齢を問わずどなたでも参加できます。皆様のご参加を心よりお待ちしております。
★�「令和６年度上勝町高齢者教室実施予定表」は、オレンジ色の用紙に印刷して、広報かみかつ５

月号（本誌）に差し込んでいますのでご覧ください。

【申込先・お問い合わせ】 教育委員会　☎45-0111　IP 050-3438-7311

徳島県警察職員募集2024徳島県警察職員募集2024
警察官 A 警察事務職員（大学卒業程度）

第一次試験日
2024年7月14日（日）

受付期間
2024 年 5 月 2 日（木）から
5 月 27 日（月）

第一次試験日
2024年7月14日（日）

受付期間
2024 年 5 月 2 日（木）から
5 月 27 日（月）

警察官 B 警察事務職員（高等学校卒業程度）

第一次試験日
2024年10月20日（日）

受付期間
2024 年８月1日（木）から
８月 26 日（月）

第一次試験日
2024 年９月 2９日（日）

受付期間
2024 年８月1日（木）から
８月 26 日（月）

この事業は令和６年度上勝町人材育成事業の補助を受けています。
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～募集！空き家スマートリノベーション支援事業～募集！空き家スマートリノベーション支援事業
空き家再生等促進事業補助金のご案内～空き家再生等促進事業補助金のご案内～

空き家等（町内の空き家・空き建築物）を改修して、移住者向け住宅又は地域の活性化に資する施
設として活用するリノベーション工事に対して補助を行います。
（移住者向け住宅・宿泊施設・物品販売等を営む店舗・飲食店等）

１　�空き家とは、リノベーション工事をする際に使用されておらず、かつ、今後も居住される見込み
のない住宅をいう。空き建築物とは、リノベーション工事をする際に使用されておらず、かつ、
今後も従来の用途に供される見込みのない建築物をいう。

２　対象者　所有者又は事業者（税金等滞納がない方）
３　補助金　対象経費の３分の２以内かつ上限320万円
４　要　件

①とくしま地方創生空き家判定士による空き家判定業務を行ったもの。
（空き家判定業務81,480円に対して自己負担金8,000円を要します。）
②改修後の建築物が耐震性を有するもの。
③10年以上活用されるもの。
④補助金交付決定後、令和７年２月14日（金）までに事業が完了し実績報告書が提出できること。

５　募集戸数　１戸
６　申込期限

令和６年７月31日（水）まで　・募集件数になり次第、受付を終了します。
複数件申し込みがあった場合は、選考基準に照らし合わせ決定します。

７　申込・お問い合わせ
企画環境課（空き家対策担当）TEL：46-0111  IP：050-3438-8071

町内のイベントが
一目でわかる♪5月

2024 May

体験イベントアイコン一覧

まるごとかみかつ案内所まるごとかみかつ案内所
イベントカレンダー！イベントカレンダー！

GO!GO!マッスル
パワーUPエクササイズ
（無料応相談）
５月20日（月）15：00 ～ 16：30
場　所：ひだまり
講　師：佐藤麻美 先生（理学療法士）
定　員：10名程度
料　金：無料
お問い合わせ：☎050-3438-9545

ひだまり

いきいき百歳体操
（無料応相談）
５月６、13、20、27日
（毎週月）10：00 ～
場　所：ひだまり
料　金：無料
お問い合わせ：☎050-3438-9545

ひだまり

希望のキャラバン2024
５月31日（金）
① 16：30 ～ 18：00
② 18：00 ～ 20：30
場　所：千年の森ふれあい館
内　容：①種子交換会
　 　 　 ②�オーストラリアの環境活動

家アンニャ・ライト家族のお
話&コンサート

申込み：お電話またはメールでお願い
　 　 　 いたします。５月30日〆切り
お問い合わせ：☎070-1946-3915
またはhiroko19561206magnolia

@yahoo.ne.jp
　　　食と農を守る会徳島（柴田）

こいのぼりポーチ
を作ろう（無料応相談）
５月19日（日）13：30 ～ 16：00
場　所：ひだまり
講　師：亀井明美さん（くるくる工房作家）
定　員：4名
料　金：無料
お問い合わせ：☎050-3438-9545

ひだまり

グルメ

上勝キッチンあぐり家
５月30日（木）17：30 ～ 20：00
場　所：コミュニティセンター２階
料　金：子ども無料／18歳以上500円
申込み：５月17日（金）まで
　　　 �２次元コードまたはお電話でお申

し込みください。
先　着：50食程度
お問い合わせ：
☎080-5669-3282

あぐり家事務局

生活
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かみかつQぴっと
結婚相談会結婚相談会

ご縁談について相談会を行っています。
結婚を希望される独身男女の方、
親御様はお気軽にご相談ください！！

相談日時：応相談
会 場：高鉾公民館
相 談 員：
　　かみかつQぴっとサポーター２名

【お問い合わせ】
かみかつQぴっと事務局（教育委員会内）
☎ 45‒0111　IP 050‒3438‒7311
Eメール

kyoiku_1 ＠ kamikatsu.i-tokushima.jp
※秘密及び個人情報は固く守られます。

相談のご希望がありましたら、事前に
事務局にご連絡ください。

「生活経済事犯」とは…
利殖勧誘事犯や悪質な訪問販売、ヤミ金など、国

民の安全・安心を脅かす事犯であり表向きは爽やか
な営業マンや正規の会社を装っていても、裏では暴
力団が関与しているケースもあります。
１　利殖勧誘事犯

利殖勧誘事犯には、未公開株、社債、外国通貨の
取引、ファンド、暗号資産等への投資勧誘などがあ
り、複数の人物が登場する「劇場型」、公的機関の名
前を騙る「公的機関装い型」のほか、SNS やマッチン
グアプリ等を利用して甘い言葉で投資を勧誘するな
ど、その手口は広範囲かつ巧妙です。
２　訪問販売

悪質業者が、衣服の不要品買取の名目で高齢者等
の家を訪問し、半ば強引に貴金属の買取を勧誘した
り、不実を告げて高額な住宅のリフォーム工事を勧
誘するといった被害が急増しています。
３　ヤミ金融事犯

ヤミ金業者とは、無登録で営む違法な貸金業者で
あり、電話や DM で集客して高金利で金銭を貸し付
けて法外な返済金を受け、返済が滞れば執拗な取立
てを行っています。被害に遭ったかもしれないと思っ
た時は…
○�最寄りの警察署や消費者センターに相談してください。
○�電話の着信履歴、契約書、名刺、パンフレットな

どは重要な証拠ですので安易に消去や廃棄はせ
ず、保管しておいてください。

小松島警察署

福原駐在所だより

生活経済事犯被害の
未然防止対策の推進

小松島警察署 ☎︎0885-32-0110
福原駐在所　 ☎︎46-0024
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戸籍の窓口 令和６年４月１日現在

◯高齢化率 52.85％

世帯数
正木 466人（△ 4）227戸（△ 1）
傍示 245人（    2）126戸（    1）
福原 189人（△ 5）105戸（△ 1）
生実 204人（    0）114戸（    0）
旭 264人（△ 3）149戸（△ 2）

令和６年

※オンライン視察も含む

３月の視察者来町者数

件 名171 4 8

インターネットおよびCATV・IP電話サービス
故障かな？…と思ったら下記までお問い合わせください。

新規申込・解約・故障・各種変更など

お問い合わせ〒 770‒8552 徳島市新蔵町 1丁目 17
ケーブルテレビ徳島株式会社　☎ 088‒655‒4000
お問い合わせ可能時間 ●平日 9：00～ 17：30 ●土曜日 9：00～ 17：00
時間外窓口（時間外のため簡易な対応となります）
平日17：30～ 20：00／土曜日 17：00～ 19：00／日曜・祝日 9：00～ 17：00
（お盆（8/12 ～ 8/15）および年末年始（12/29 ～ 1/4）は、日曜・祝日の対応と同じになります。）
※上記時間外は、留守番電話にて用件をたまわり、翌営業日の対応となります。

新規お申込みがスマホでもパソコンでも可能となりました→

お問い合わせ窓口

医師や看護師等に
電話で相談できます！

国民健康保険上勝町診療所

国民健康保険勝浦病院

■徳島救急医療電話相談
夜間・休日の急な病気やけがなどの際、家庭でどのよう
に対処すればよいか、すぐに医療機関を受診したほうが
よいかなど判断に迷ったとき。
○固定電話（プッシュ回線）、携帯電話からは、（局番なしの）
☎＃ 7119
○＃7119を利用できない場合には、☎ 088ｰ622ｰ6530
■徳島こども医療電話相談（15歳未満のお子さん）
○固定電話（プッシュ回線）、携帯電話からは、（局番なしの）

☎＃ 8000
○＃8000を利用できない場合には、☎ 088ｰ621 ｰ2365
■相談時間
月曜日から土曜日：午後６時から翌朝８時まで
日曜日・祝日・年末年始（12月 29日～１月３日）：24時間対応

【注意】�相談はあくまでも助言であり、電話による診断・治療はでき
ません。

下記の医療機関への事前
連絡をお願いします。

夜間・休日は休診となりますが、
電話での相談は可能です。

上勝町役場へ連絡をお願い
します。

必ず事前に連絡をお願いします。

☎ 44-5010

☎ 42-2555
IP 050-3438-7441

☎ 46-0111
IP 050-3438-8071

夜間救急当番夜間救急当番

救急車の要請救急車の要請

前月比
人　口　1,368 人    △ 10

世帯数　　721戸　    △ 3

   男	    641 人      △ 5
   女	   727 人      △ 5

彩保育園 彩保育園 
ありがとうございましたありがとうございました

玉西　勝子さん（鳴門市）…………飾り物
高石　健太郎さん（正木）
……………………………………たけのこ　
大谷　昇さん（勝浦町棚野）
…………………………………生花・果物
古請　誠一さん（正木）…………お庭散策
川口　秀吉さん（正木）…………お庭散策

つつしんでご冥福をお祈りいたします

森本　貞夫さん　　  97歳［福原］
山田シズ子さん　　101歳［ 旭 ]
東丸　和史さん　　  60歳［福原］
宮本　敏男さん　　  84歳［正木］

一般廃棄物運搬支援事業

【申込・お問い合せ】企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

令和６年５月 日程 こんな時はご連絡を
お願いします。

上勝町では、ごみをゴミステーション
まで持ち込む手段を持たないお宅への運搬
支援を行っており、ご家庭で分別していた
だいたごみを奇数月にご自宅へ収集にうか
がっています。

申請の手続きについては右記のとおりです。

◦当日不在
◦ごみがない
◦粗大ごみがある

７日（火） 正木地区
８日（水） 生実、傍示地区
13日（月）八重地、市宇、福原地区
14日（火）田野々地区

①役場企画環境課へ申請
②役場・民生委員からの認定
③登録
④奇数月に収集
　�（粗大ごみのみ有料。１車分につ
き270円の負担金が必要です。

手
続
き
の
流
れ



2024.5  広報かみかつ 44

広
報

か
み

か
つ

印
刷
：
福
山
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
回
発
行
）№
638

５

上勝町公式 SNS ▶▶
友達追加はこちらから

Facebook LINE

４月５日～４月26日の内４日間にわたり、
勝浦川漁業協同組合の方々による、勝浦川へ
の鮎の成魚（12cm ～15cm）２トンの放流が
行われました。
今年もキャンプ場の他、町内各地で放流が
行われ、鮎は元気に清流を泳いでいきました。
勝浦川の鮎漁は６月１日（土）が解禁です。

勝浦川に鮎が放流されました勝浦川に鮎が放流されました

こんな町で暮らしたいとの思いから群馬県から移
住して９ヶ月が経ちました。（株）いろどりの派遣職
員として彩農家さんのお手伝いをしながら勉強させ
ていただき、将来は上勝町で就農を目指しています。
農業未経験の私にとって想像していたよりも大変な
ことも多いですが、元気でイキイキ働く農家さんた
ちや気にかけて下さる近隣の方とのお話、山間部の
自然に近い中で季節を感じながらの暮らしは想像し
ていたよりもっと楽しく充実した日々を過ごしてい
ます。思いきって移住してよかったです。

どこかでお会いできたら皆様どうぞよろしくお願
いいたします。

井
い で

手 宜
のぶあき

明
年齢：37歳
出身地：群馬県
現在地：上勝町大字正木
仕事：（株）いろどり
好きな食べもの　いなり寿司
好きな詩人　相田みつを　金子みすゞ

ようこそようこそ上勝上勝へ！へ！

～「わたしも載せてほしい！」という移住者さんも大歓迎！お気軽に企画環境課（安田）までお声がけください！～

★メッセージ★メッセージ


